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後
藤
田
博
之
名
誉
会
長
が
急
逝 

謹
ん
で
ご
冥
福
を 

お
祈
り
し
ま
す 

謹
ん
で
ご
冥
福
を 

お
祈
り
し
ま
す 

名
誉
会
長
の
後
藤
田
博
之
先
生
（
横
浜
市
在
住
）
が
十
月

二
十
八
日
、
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
八
十
六
歳
。
本
人
の

意
思
に
よ
り
親
族
だ
け
で
通
夜
・
葬
儀
が
行
わ
れ
た
後
、
奥

様
か
ら
当
会
に
連
絡
を
頂
き
ま
し
た
。

後
藤
田
先
生
は
、
石
川
協
会
設
立
後
四
年
目
の
一
九
七
八

年
に
二
代
目
会
長
に
就
任
。以
後
十
二
年
間
会
長
職
を
務
め
、

設
立
当
初
の
苦
難
の
時
期
を
切
り
開
か
れ
ま
し
た
。
ま
た

一
九
七
九
年
か
ら
十
年
間
、
北
信
越
出
身
の
保
団
連
常
任
幹

事
と
し
て
、
保
団
連
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
の
結
成
と
発
展
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

高
松
弘
明
前
会
長
（
四
代
目
会
長
）
と
大
石
博
司
元
理
事

（
二
代
目
機
関
紙
部
長
）
に
追
悼
文
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

後
藤
田
元
会
長
先
生
を
偲
ん
で 

後
藤
田
元
会
長
先
生
を
偲
ん
で 

高
松
　
弘
明（
金
沢
市
・
内
科
）  

癖
で
も
あ
っ
た
。
今
で
言
う
、

Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
。

協
会
の
社
会
的
認
知
、
社
会

的
地
位
の
向
上
を
願
い
、
会
員

の
増
加
、
医
師
会
と
の
融
和
に

心
を
砕
き
、
特
に
Ｉ
Ｍ
Ｇ
Ｃ

（
県
医
師
会
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
）

後
藤
田
先
生
を
偲
ん
で 
後
藤
田
先
生
を
偲
ん
で 

大
石
　
博
司（
金
沢
市
・
婦
人
科
）  

問
題
点
を
中
心
に 

副
会
長
　
西
田
　
直
巳
（
金
沢
市
・
小
児
科
） 

保
団
連
審
査
・
指
導
・
監
査
対
策
担
当
者
会
議 

後
藤
田
先
生
が
、
大
石
先
生

の
推
薦
で
協
会
の
会
長
に
就
任

さ
れ
た
と
き
、
正
直
言
っ
て
び

っ
く
り
し
た
と
同
時
に
、
か
な

り
不
安
で
も
あ
っ
た
。先
生
は
、

私
が
金
大
医
学
部
の
学
生
の

時
、
産
婦
人
科
の
授
業
を
受
け

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
患
者

（
当
時
は
「
様
」
を
付
け
な
か

っ
た
）
は
、
医
学
、
医
師
の
研

究
の
た
め
に
存
在
し
、
マ
テ
リ

ア
ル
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
時
代

で
あ
っ
た
。
当
然
、
権
威
主
義

の
真
っ
た
だ
中
に
君
臨
し
て
お

ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
会
長
に
な
ら
れ
て
か
ら
、

親
し
く
お
付
き
合
い
し
て
い
く

う
ち
に
、
先
ほ
ど
の
懸
念
は
吹

き
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。

医
学
、
医
療
は
、
あ
く
ま
で

も
国
民
の
た
め
に
あ
る
べ
き
と

の
信
念
を
強
く
持
っ
て
お
ら
れ

た
の
に
は
驚
い
た
。
国
民
の
医

療
、
福
祉
の
推
進
と
開
業
保
険

医
の
権
利
を
守
る
と
い
う
協
会

の
理
念
を
き
ち
ん
と
理
解
し
、

協
会
の
在
り
方
を
把
握
し
て
、

わ
れ
わ
れ
を
リ
ー
ド
し
て
く
れ

た
の
で
あ
る
。

開
業
医
は
、
常
に
勉
強
し
、

科
学
的
根
拠
を
持
っ
て
診
療
に

あ
た
る
べ
し
と
い
う
の
が
、
口

十
月
の
終
わ
り
に
後
藤
田
先

生
が
逝
去
さ
れ
た
。
ほ
ん
の
二

カ
月
前
に
伊
東
の
自
宅
か
ら
本

人
の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
の

に
・
・
・
。
寂
寞
（
せ
き
ば
く
）

と
し
た
気
分
で
あ
る
。
振
り
返

る
と
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
人
生

の
重
大
な
局
面
に
、
不
思
議
な

ほ
ど
後
藤
田
先
生
が
関
与
し
て

い
た
こ
と
に
気
が
付
い
た
。

一
九
五
八
年
（
昭
和
三
十
三

年
）
の
医
学
部
産
婦
人
科
に
お

け
る
臨
床
講
義
で
の
こ
と
で
あ

る
。
後
藤
田
助
教
授
は
、
卵
管

形
成
術
後
に
妊
娠
に
成
功
し
た

症
例
に
つ
い
て
話
し
た
。
そ
の

と
き
階
段
教
室
で
居
眠
り
半
分

で
聞
い
て
い
た
私
は
、
電
撃
的

な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

（
今
、
こ
の
症
例
の
中
で
生

ま
れ
た
子
ど
も
は
、
も
し
こ
の

手
術
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
世
に

存
在
し
な
か
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
こ
の

子
が
次
代
の
子
ど
も
を
つ
く

り
、
そ
の
子
が
ま
た
子
ど
も
を

生
め
ば
、
そ
の
生
命
は
何
千
年

も
、
何
万
年
も
続
く
可
能
性
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
手
術
が

な
か
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
子
に

関
連
し
た
将
来
の
幾
千
万
の
生

命
さ
え
も
存
在
し
な
い
は
ず
で

あ
る
）

私
は
体
が
熱
く
な
る
思
い
が

し
た
。
こ
の
体
験
は
、
そ
の
後
、

私
が
産
婦
人
科
を
専
攻
す
る
動

機
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
。
後
藤

田
先
生
は
、
こ
の
講
義
の
後
、

間
も
な
く
大
学
を
辞
し
開
業
し

た
。思

い
返
せ
ば
あ
の
講
義
の
内

容
は
、
あ
の
患
者
が
子
ど
も
を

生
ん
だ
と
い
う
個
別
的
な
事
実

（
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
）
か
ら
、

人
の
生
命
は
有
限
で
も
生
殖
に

よ
っ
て
無
限
に
近
く
延
ば
す
こ

会
長
の
時
、
コ
ン
ペ
後
の
パ
ー

テ
ィ
ー
で
熱
っ
ぽ
く
協
会
の
宣

伝
と
会
員
勧
誘
を
さ
れ
た
の
を

忘
れ
ら
れ
な
い
。

歯
科
と
医
科
の
交
流
に
も
力

を
注
が
れ
た
。
保
団
連
の
常
任

幹
事
を
長
年
勤
め
ら
れ
、
北
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
の
発
展
に
も
意
欲

的
で
あ
っ
た
。

酒
と
ゴ
ル
フ
を
こ
よ
な
く
愛

し
、
人
間
味
あ
ふ
れ
た
、
先
生

の
よ
う
な
奥
深
い
医
師
に
は
も

う
お
目
に
か
か
れ
な
い
だ
ろ

う
。
協
会
の
礎
を
築
か
れ
た
先

生
に
、心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
、

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。
合
掌

十
一
月
六
日
、
東
京
・
両
国

で
保
団
連
審
査
・
指
導
・
監
査

対
策
担
当
者
会
議
が
行
わ
れ

た
。
十
月
十
九
日
の
厚
労
省
発

表
の
「
医
療
改
革
試
案
」
へ
の

討
議
が
進
ん
で
い
な
い
中
で
の

開
催
で
あ
っ
た
た
め
か
、
例
年

通
り
の
問
題
点
を
扱
う
審
査
・

指
導
・
監
査
対
策
担
当
者
会
議

と
な
っ
た
。

午
前
の
全
体
会
議
は
、
基
調

報
告
と
そ
の
検
討
で
あ
っ
た
。

行
政
手
続
法
に
基
づ
く
指
導
の

徹
底
、
録
音
、
帯
同
へ
の
取
り

組
み
、
個
人
情
報
保
護
法
下
で

の
対
応
な
ど
、
い
く
つ
か
の
問

題
点
が
提
起
さ
れ
た
が
、
結
論

と
し
て
は
、
協
会
・
ブ
ロ
ッ
ク

単
位
の
取
り
組
み
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
が
大
き
く
、
保
団
連
の

取
り
組
み
と
し
て
は
盛
り
上
が

り
に
欠
け
る
感
じ
が
し
た
。
特

に
、
全
体
的
に
賛
同
が
大
き
か

っ
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
や
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
構
築
を
目
指
す
取
り

組
み
で
は
、「
社
保
・
審
査
対

策
部
が
中
心
と
な
っ
て
前
向
き

の
対
応
し
て
い
く
」
に
留
ま
っ

た
の
は
積
極
性
に
欠
け
る
感
じ

が
し
た
。

午
後
の
分
科
会
は
「
医
科
」

の
部
に
出
席
し
た
。

石
川
協
会
か
ら
は
、『
石
川

保
険
医
新
聞
』
に
端
を
発
し
、

石
川
県
医
師
会
と
社
会
保
険
事

務
局
に
舞
台
が
移
っ
た
、
集
団

的
個
別
指
導
の
改
善
策
の
現
状

報
告
と
「
保
険
審
査
通
信
・
第

二
分
冊
」
の
紹
介
、
国
保
審
査

委
員
の
職
名
開
示
請
求
に
お
け

る
石
川
県
情
報
公
開
審
査
会
で

の
意
見
陳
述
の
紹
介
を
行
っ

た
。各

協
会
の
活
動
や
情
勢
報
告

で
は
、「
個
別
指
導
・
監
査
の

体
験
を
語
る
会
」
の
立
ち
上
げ

（
岡
山
）、
病
名
漏
れ
レ
セ
プ
ト

を
返
戻
扱
い
と
す
る
シ
ス
テ
ム

h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h
h

と
が
で
き
る
と
い
う
普
遍
的
な

真
理
（
リ
ア
リ
テ
ィ
）
を
見
通

し
て
い
る
。
こ
れ
は
目
の
前
の

患
者
と
そ
の
治
療
経
過
を
よ
く

観
察
し
集
積
す
れ
ば
、
そ
の
病

気
の
本
態
（
大
自
然
の
姿
）
と

正
し
い
治
療
の
仕
方
が
分
か
る

と
い
う
『
Ｅ
Ｂ
Ｍ
（
事
実
に
基

づ
い
た
医
療
）』
と
同
じ
考
え

方
で
な
い
か
。
哲
学
好
き
な
四

高
の
学
生
の
片
鱗
を
見
る
思
い

が
す
る
。

一
九
六
五
年
ご
ろ
、
根
上
総

合
病
院
へ
出
張
し
て
い
た
私

は
、
県
内
の
医
師
、
歯
科
医
師

の
合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
出

た
。
Ｉ
Ｍ
Ｇ
Ｃ
の
第
一
回
コ
ン

ペ
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

る
。
人
数
は
八
人
。
後
藤
田
、

横
井
（
衛
）、
石
田
（
直
行
）、

徳
久
、
小
児
科
の
吉
田
な
ど
の

諸
先
輩
の
ほ
か
、
歯
科
医
の
先

生
が
参
加
し
た
。
優
勝
は
後
藤

田
先
生
。
二
位
が
私
、
グ
ロ
ス

は
と
も
に
一
〇
三
で
あ
っ
た
。

一
九
六
九
年
、
私
が
現
在
地

で
開
業
す
る
と
、
同
じ
連
区
に

後
藤
田
先
生
が
い
た
。
同
業
の

先
輩
と
し
て
い
ろ
い
ろ
と
付
き

合
っ
た
。

（
飲
み
会
は
も
ち
ろ
ん
、
卯

辰
山
に
あ
っ
た
金
沢
ゴ
ル
フ
場

へ
も
よ
く
誘
わ
れ
ま
し
た
ね
。

あ
る
ホ
ー
ル
で
先
生
は
、
シ
ョ

ー
ト
ば
か
り
の
六
パ
ッ
ト
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
覚
え

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
先

生
の
フ
ォ
ー
ム
は
典
型
的
な
明

治
の
大
砲
。
今
で
も
目
に
浮
か

び
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
、
先
生
に

推
薦
さ
れ
て
私
も
兼
六
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
り
十
年
を
経

ま
し
た
。
あ
の
時
も
楽
し
い
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

ね
。「
産
婦
人
科
開
業
医
は
絶

対
に
シ
ン
グ
ル
に
な
れ
な
い
」

と
い
う
先
生
の
そ
ん
な
言
葉
に

反
発
し
て
猛
練
習
を
し
た
私

は
、
お
か
げ
で
一
年
で
シ
ン
グ

ル
に
な
れ
た
の
で
す
よ
）

一
九
七
八
年
当
時
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
を
終
わ
り
、

の
ん
び
り
し
て
い
た
後
藤
田
先

生
を
保
険
医
協
会
会
長
に
推
薦

し
た
。
以
来
、『
お
れ
は
保
守

派
だ
』
と
言
い
つ
つ
、
懸
命
に

進
歩
的
な
協
会
の
た
め
に
十
数

年
も
活
躍
し
て
い
た
だ
い
た
。

先
生
は
相
手
に
面
と
向
か
う

と
言
葉
は
強
い
が
、
陰
で
悪
口

を
言
っ
た
り
足
を
引
っ
張
る
よ

う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
い
つ
の
間
に
か
周

囲
の
人
々
の
社
会
環
境
、立
場
、

人
間
関
係
を
良
く
し
て
い
く
不

思
議
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

一
九
五
八
年
ご
ろ
、
一
般
に

自
家
用
車
が
な
か
っ
た
時
代
に

ル
ノ
ー
に
乗
り
、
競
技
す
る
人

の
少
な
か
っ
た
こ
ろ
に
ゴ
ル
フ

を
始
め
て
い
た
の
は
忘
れ
ら
れ

な
い
。

後
藤
田
先
生
、
先
生
の
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
同
じ
時
代
を
生
き

た
も
の
と
し
て
い
つ
も
身
近
に

感
じ
て
い
ま
し
た
。
幽
明
境
を

異
に
し
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
深
い
哀
悼
の
情
を
も

っ
て
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま

す
。

を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
（
長
崎
）、

集
団
的
個
別
指
導
が
行
わ
れ

ず
、
六
年
ご
と
の
保
険
医
更
新

時
の
集
団
指
導
の
み
の
と
こ
ろ

（
東
京
、
京
都
）、
審
査
委
員
の

委
員
経
歴
の
開
示
請
求
（
島

根
）、
保
団
連
作
成
の
審
査
・

指
導
・
監
査
対
策
テ
キ
ス
ト
を

使
用
し
て
の
講
習
会
で
百
二
十

人
以
上
の
参
加
者
が
あ
っ
た

（
高
知
）、
独
自
作
成
の
審
査
・

指
導
・
監
査
対
策
の
て
び
き
を

使
っ
た
講
習
会
で
毎
回
十
人
の

新
入
会
員
を
獲
得
し
て
い
る
と

い
う
実
績
（
埼
玉
）、「
指
導
」

で
は
な
く
、
面
接
「
懇
談
」
を

利
用
す
る
と
ど
う
だ
ろ
う
か

（
三
重
）
な
ど
な
ど
、
熱
の
こ

も
っ
た
報
告
を
す
る
協
会
も
多

か
っ
た
。
し
か
し
、
一
定
程
度

の
議
論
の
深
ま
り
は
あ
っ
た
も

の
の
、
各
地
域
に
よ
る
違
い
が

多
い
な
ど
の
理
由
か
ら
か
、
言

い
っ
ぱ
な
し
の
担
当
者
会
議
で

あ
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け

た
。
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国
民
皆
保
険
を
守
る
た
め
に

国
民
皆
保
険
を
守
る
た
め
に

第
四
十
六
回
保
団
連
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議 

副
会
長
　
西
田
　
直
巳
（
金
沢
市
・
小
児
科
）
 

十
一
月
二
十
日
、
上
越
市
内

に
て
第
四
十
六
回
保
団
連
北
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
か
れ
、

三
十
五
人
が
出
席
。
石
川
協
会

か
ら
は
井
沢
会
長
、
西
田
副
会

長
、
神
田
事
務
局
長
が
出
席
し

た
。午

前
の
全
体
会
議
で
は
、
厚

労
省
の
「
医
療
制
度
構
造
改
革

試
案
」
の
概
要
と
問
題
点
、
医

療
改
革
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
紹
介

の
後
、
討
論
と
な
っ
た
。

国
際
的
に
見
て
高
い
薬
価
や

医
療
材
料
費
の
問
題
。
現
在
の

日
本
の
医
療
費
は
安
く
て
効
率

が
良
く
世
界
一
の
制
度
で
あ

る
。
さ
ら
に
医
療
費
を
削
減
す

れ
ば
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
、
介
護

者
の
犠
牲
が
大
き
く
な
り
、
ひ

い
て
は
、
医
療
そ
の
も
の
が
悪

い
方
向
へ
と
落
ち
て
い
く
だ
ろ

う
。
当
た
っ
た
試
し
の
な
い
厚

労
省
の
医
療
費
将
来
予
想
を
前

提
に
医
療
費
抑
制
を
語
る
の
は

お
か
し
い
。
コ
ス
ト
が
高
く
て

結
果
の
悪
い
国
々
の
医
療
制
度

を
ま
ね
よ
う
と
し
て
い
る
。

等
々
、
意
見
が
出
た
が
、
医
療

制
度
の
改
悪
を
阻
止
す
る
に

は
、「
医
者
が
求
め
て
い
る
か

ら
総
医
療
費
を
上
げ
ろ
と
言
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
、
世
界
一

の
日
本
の
医
療
を
守
る
た
め
に

言
っ
て
い
る
の
だ
」「
国
民
皆

保
険
制
度
を
守
る
た
め
に
は
、

医
療
費
問
題
を
一
般
の
人
た
ち

に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
に

行
き
着
い
た
。

午
後
の
医
科
分
科
会
で
は
、

混
合
診
療
「
大
臣
合
意
」
具
体

化
の
評
価
と
今
後
の
対
応
、
診

療
報
酬
改
定
を
め
ぐ
る
動
向
と

改
善
運
動
、
審
査
、
指
導
・
監

査
を
め
ぐ
る
各
県
の
取
り
組
み
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の
三
項
目
に
つ
い
て
討
論
が
あ

っ
た
。

混
合
診
療
の
問
題
で
は
、
高

度
で
な
い
先
進
医
療
、
制
限
回

数
を
超
え
る
医
療
、
国
内
未
承

認
薬
等
の
治
療
制
度
の
見
直

し
、
の
三
点
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
た
。
日
本
医
師
会
が
制
止

し
た
と
自
認
し
て
い
る
よ
う

に
、
と
も
に
届
け
出
で
件
数
も

少
な
く
、
現
実
に
は
実
害
の
な

い
程
度
の
も
の
で
あ
る
が
、
今

後
の
拡
大
に
は
十
分
気
を
つ
け

る
必
要
が
あ
る
。

診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

は
、
保
団
連
事
務
局
よ
り
現
時

点
で
の
二
〇
〇
六
年
診
療
報
酬

改
定
の
概
要
が
報
告
さ
れ
た
。

医
科
診
療
報
酬
は
全
部
改
定
の

可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
大
幅
な

マ
イ
ナ
ス
改
定
が
画
策
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
日
医
は
蚊
帳
の
外

で
、
各
学
会
を
相
手
に
聞
き
取

り
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
在

宅
療
養
の
評
価
の
見
直
し
な
ど

が
あ
が
っ
て
い
る
。

審
査
、
指
導
・
監
査
問
題
で

は
、
十
一
月
六
日
の
保
団
連
審

査
、
指
導
・
監
査
対
策
担
当
者

会
議
の
報
告
の
後
、
医
師
の
名

義
貸
し
問
題
に
つ
い
て
の
発
言

が
あ
っ
た
。こ
れ
に
関
連
し
て
、

新
研
修
医
制
度
か
ら
来
る
医
師

偏
在
と
地
方
で
の
医
師
不
足
の

不
安
な
ど
、
若
干
の
討
議
が
あ

っ
た
が
時
間
不
足
の
た
め
低
調

に
終
わ
っ
た
。

石
川
協
会
か
ら
は
国
保
審
査

委
員
名
簿
の
開
示
請
求
で
、

「
職
名
」
が
不
開
示
に
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
石
川
県
情
報
公

開
審
査
会
に
異
議
申
立
て
を
行

い
、
八
月
二
十
五
日
に
口
頭
意

見
陳
述
し
た
こ
と
を
報
告
し

た
。
こ
の
後
、
再
び
全
体
会
議

が
も
た
れ
た
。

続
い
て
、
来
年
一
月
の
保
団

連
第
四
十
回
大
会
活
動
方
針

（
案
）
と
組
織
運
営
に
つ
い
て

討
議
が
あ
り
、
最
後
に
ブ
ロ
ッ

ク
決
議
「
公
的
医
療
保
険
給
付

の
縮
小
に
断
固
反
対
す
る
」
を

一
部
修
正
の
う
え
採
択
し
、
終

了
し
た
。

●
石
川
県
医
療
推
進
協
議
会
二
〇
〇
五
年
度
総
会
 

　
十
万
筆
署
名
、
間
も
な
く
達
成

石
川
県
医
療
推
進
協
議
会
二

〇
〇
五
年
度
総
会
が
十
一
月
二

十
三
日
、
石
川
県
医
師
会
館
に

て
開
か
れ
、
県
内
の
医
療
関
係

団
体
、
患
者
団
体
か
ら
約
四
十

人
が
参
加
し
た
。
石
川
協
会
か

ら
も
同
協
議
会
役
員
と
し
て
井

沢
会
長
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
梅
田
俊
彦
県
医
師
会

会
長
は
、「
今
度
の
医
療
制
度

構
造
改
革
は
国
民
皆
保
険
制
度

を
崩
壊
さ
せ
る
、
国
民
へ
の
挑

戦
で
あ
る
。
昨
年
を
上
回
る
運

動
を
展
開
し
た
い
」
と
主
催
者

あ
い
さ
つ
。
次
い
で
小
森
貴
県

医
師
会
理
事
に
よ
る
問
題
提
起

を
受
け
て
、
構
成
団
体
か
ら
次

の
よ
う
な
発
言
が
相
次
い
だ
。

「
小
泉
内
閣
の
医
療
改
革
メ

ニ
ュ
ー
に
は
国
民
の
一
人
と
し

て
反
対
す
る
」（
外
堀
章
司
・

県
歯
科
医
師
会
副
会
長
）、「
日

本
の
医
療
制
度
は
世
界
に
冠
た

る
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
制
度
で

あ
る
。
改
悪
メ
ニ
ュ
ー
は
全
部

阻
止
す
る
意
気
込
み
で
運
動
す

る
」（
河
村
健
・
県
薬
剤
師
会

副
会
長
）、「
現
在
の
診
療
報
酬

の
低
水
準
で
は
人
間（
看
護
師
）

の
労
働
の
限
界
を
超
え
て
い

る
。
医
療
費
総
枠
規
制
を
掛
け

ら
れ
て
は
ナ
ー
ス
不
足
に
拍
車

を
か
け
る
だ
け
。
非
常
事
態
宣

言
を
発
し
た
い
」
（
古
木
優

子
・
県
看
護
協
会
会
長
）、「
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
は
障

害
を
持
っ
た
人
が
毎
日
来
院
さ

れ
る
と
こ
ろ
。
患
者
さ
ん
、
家

族
の
声
を
代
弁
し
て
運
動
に
参

加
し
た
い
」（
荒
木
茂
・
県
理

学
療
法
士
会
会
長
）、「
障
害
者

自
立
支
援
法
が
可
決
さ
れ
、
更

生
医
療
が
自
立
支
援
医
療
に
再

編
さ
れ
、
応
益
負
担
（
定
率
一

割
負
担
）
と
な
り
、
時
代
が
逆

戻
り
し
て
い
る
」
（
二
木
敏

治
・
県
腎
友
会
副
会
長
）、「
厚

生
省
試
案
で
は
七
十
歳
か
ら
七

十
四
歳
ま
で
の
高
齢
者
の
窓
口

負
担
金
を
一
割
か
ら
二
割
に
引

き
上
げ
る
と
い
う
。
一
〇
〇
％

の
値
上
げ
は
物
価
上
昇
で
は
あ

り
え
な
い
こ
と
。
弱
者
・
当
事

者
の
声
を
大
に
し
て
運
動
し
て

い
き
た
い
」（
堀
中
光
司
・
県

糖
尿
病
協
会
会
長
）

最
後
に
井
沢
宏
夫
・
県
保
険

医
協
会
会
長
も
「
厚
労
省
試
案

で
は
高
齢
者
の
療
養
病
床
入
院

患
者
の
居
住
費
、
食
費
の
保
険

外
し
や
保
険
者
を
都
道
府
県
別

に
再
編
す
る
案
も
出
さ
れ
て
お

り
、
深
刻
な
事
態
が
予
測
さ
れ

る
。
保
険
医
協
会
も
国
民
医
療

推
進
協
議
会
の
署
名
運
動
に
積

極
的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
」

と
表
明
し
た
。

石
川
県
医
療
推
進
協
議
会
の

署
名
目
標
は
十
万
筆
で
あ
り
、

十
一
月
末
で
七
万
五
千
筆
を
越

え
て
い
る
。

石川県医療推進協議会に役員として出席した井沢会長（左）
（11月23日、石川県医師会館）

厚
生
労
働
省
は
こ
れ

ま
で
の
健
康
診
断
の
在

り
方
を
見
直
し
、
健
診

を
二
段
階
に
分
け
て
行

う
方
針
を
発
表
し
た
。

第
一
段
階
で
は
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
症
候
群
対
策
に
重
点
を
置

き
、
問
診
と
身
体
計
測
、
血
圧
、
血

糖
値
、
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中

性
脂
肪
の
み
を
測
定
す
る
。そ
し
て
、

異
常
の
見
ら
れ
た
人
を
対
象
に
二
次

健
診
と
し
て
肝
機
能
、
腎
機
能
、
心

電
図
、
眼
底
検
査
な
ど
の
詳
細
な
検

査
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
厚
生
労
働
省
が
健
診
の
方

法
を
見
直
し
た
理
由
に
は
、
以
下
の

Ｅ
Ｂ
Ｍ
が
関
与
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
代
表
的

な
二
十
四
の
健
診
項
目
の
う
ち
、
有

効
な
検
査
は
「
血
圧
測
定
」、「
飲
酒
」

と
「
喫
煙
」
に
関
す
る
問
診
、「
身

長
・
体
重
の
測
定
」
、
「
糖
負
荷
試

験
」、「
う
つ
病
を
調
べ
る
問
診
」の
六

項
目
の
み
で
、
肝
機
能
や
心
電
図
測

定
な
ど
十
六
項
目
は
、
病
気
の
予
防

や
死
者
の
減
少
と
い
う
視
点
で
は
有

効
性
を
示
す
根
拠
が
薄
か
っ
た
（
二

項
目
は
判
定
保
留
）
と
い
う
評
価
結

果
が
で
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
が
な
か
っ

た
か
ら
と
言
っ
て
、
こ
ん
な
に
健
診

を
簡
単
に
し
て
し
ま
っ
て
よ
い
も
の

で
あ
ろ
う
か
。

確
か
に
健
診
事
業
に
は
年
間
に
総

額
九
千
億
円
と
い
う
莫
大
な
予
算
が

使
わ
れ
、
無
駄
な
検
査
に
予
算
を
つ

ぎ
込
む
余
裕
が
な
い
の
は
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
健
診
の

大
き
な
目
的
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
に
限
ら
ず
、
症
状
が
現
れ
ず
に

発
見
が
遅
れ
る
可
能
性
の
あ
る
疾
患

を
早
期
に
発
見
し
、
い
ち
早
く
治
療

す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、

健
診
に
よ
っ
て
多
く
の
国
民
が
救
わ

れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
し
、
こ
れ
ま
で

行
わ
れ
て
き
た
検
査
が
、
ま
っ
た
く

無
駄
で
あ
っ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ

な
い
。
ま
た
、
健
診
を
行
う
こ
と
で

疾
患
の
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
に
よ

り
、
医
療
費
の
削
減
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
も
間
違
い
の
な
い
事
実
で

あ
る
。

健
診
が
よ
り
手
軽
に
な
る
こ
と

で
、
受
診
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も

必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
事
業
所

や
市
町
村
が
法
律
に
基
づ
い
て
行
っ

て
き
た
健
診
を
否
定
す
る
こ
と
は
、

国
民
の
不
信
感
を
つ
の
ら
せ
る
ば
か

り
で
あ
る
。
Ｅ
Ｂ
Ｍ
を
鵜
呑
み
に
す

る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う

に
評
価
す
る
か
が
重
要
な
の
で
あ

り
、
Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
み
を
信
じ
て
健
診
項

目
を
削
減
す
る
こ
と
に
は
疑
問
を
感

じ
る
。

早
期
発
見
の
遅
れ
心
配 

早
期
発
見
の
遅
れ
心
配 

疑
問
多

疑
問
多
い
健
診
見
直

健
診
見
直
し
論 

疑
問
多
い
健
診
見
直
し
論 
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石
川
県
保
険
医
協
会 

師走です。間もなく新年を迎えるにあたり、2005年の協会活動を振り返ってみました。例年は主に「10

大ニュース」として１年間の特徴ある活動を紹介してきましたが、今年は新たに実施した活動を箇条書きに

すると、なんと30を超えてしまいました。そこで、ぐっと圧縮して6つのカテゴリーにまとめてみました。 

保険医協会は、会員数、活動内容、他団体との交流などにおいて毎年大きくなっています。読者の皆様に

は、これからも成長を見守ってくださると共に、協会活動への積極的なご参加をよろしくお願いいたします。 

読者の皆様のご健康とご活躍を祈念し、心新たに新年を迎えたいと思います。 

二
〇
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五
年
ト
ピ
ッ
ク
ス

二
〇
〇
五
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ト
ピ
ッ
ク
ス 
二
〇
〇
五
年
ト
ピ
ッ
ク
ス

二
〇
〇
五
年
ト
ピ
ッ
ク
ス 
二
〇
〇
五
年
ト
ピ
ッ
ク
ス 

新年号特別企画「731部隊の座談会」、8月号特別企画「戦
後60年特集」、「池田香代子講演会」「PEACEコンサート」「ア
スベストの取り組み」「国際高齢者年・石川NGOシンポジウム」
「ヒューマン・ライツ・ネットワーク設立総会」など、平和・
人権に関する活動を積極的に行い、保団連医療研究集会では「731
部隊」「反核・平和運動」「社会保障セミナー」についての3演
題を発表した。 

県や七尾市に「障害者医療費助成制度」の存続と拡充を求め
た要請を行い成果を上げたほか、社保協に協力して介護保険10
月改定で県下自治体に緊急要請を行った。また、2006年診療
報酬改定の重点要求を掲げ厚労省に陳情したほか、厚労省の「医
療制度構造改革試案」に断固反対の会長声明を発表した。さらに、
金沢大学附属病院臨床試験の控訴審判決に関する会長談話を発
表するなど、国、県、自治体に改善要請を行った。 

池田香代子講演会（4月10日） 

『歯科のための 
手差し会話集』 

を発刊（3月25日） 

七尾市に対して障害者医療費助成制度の存続と拡充を求めた 
要請活動（5月24日） 

「個人情報保護法」「障害者自立支援法案を考えるフォーラム」
「障害者自立支援法講演会」「食を考えるシンポジウム」「食
を考える講演会」「新介護報酬検討会」「総会講演・偏向報道
か被害妄想か　～ジャーナリストから見た今後の医療～」「能
登地区会員懇談会」など、会員の幅広いニーズにこたえ、他団
体とのさらなる連携強化のもとに活動分野を広げた。 

食を考えるシンポジウム（7月3日） 

文化活動として「酒造見学会」を開催した。機関紙では、人
気連載『おサル先生の在宅医療入門』に代わって「シリーズ在
宅医療」を開始した。また、「法学者の見たアメリカ医療」など、
読者に多彩な情報を提供する紙面作りに努力した。 

酒造見学会（2月11日） 

「矯正歯科講演会」、「EBMに基づくう蝕予防・講演会」、
「データからみるこれからの歯科医療」、「噛める義歯で患者
が変わる」、「予防歯科の未来」などを開催し、歯科会員の活
動参加率向上にも貢献した。また、新たに食育プロジェクトも
発足させた。 

矯正歯科講演会（2月20日） 

今年は『医心凡語
集』『歯科のための
手差し会話集』『保
険審査通信・相談事
例集（第2分冊）』
『保険医のための福
祉共済ガイド』『人
権と医療　～医師と
法律家の対話～』な
ど、多彩な出版物を
発行した。 
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10月19日、厚生労働省が発表した「医療構造改革試案」は、かねてから報道

にあるとおり、負担増計画が目白押しであり国民に痛みを押し付ける大改悪と

なっている。

中でも、この改革試案では、経済財政諮問会議の提案を紹介する形をとりな

がらも、「保険免責制度」の導入が大胆にもうたわれている。この「保険免責

制度」は、医療機関で診療を受けるたびに一定金額（1,000円あるいは500円）

を患者に負担してもらい、残りの費用についてのみ、現行医療保険を適用する

仕組みである。例えば、免責額を1,000円とした場合、医療機関で10,000円の医

療費がかかると、現行制度では３割の3,000円が自己負担となる。免責制度が

導入された場合、免責額の1,000円に加え、残る9,000円の３割にあたる2,700円

と計3,700円が自己負担となる。

今回、石川県保険医協会では、この健康保険の「現物給付」原則を根幹から

揺るがす改悪が患者の自己負担へどのような影響を及ぼすかについて緊急に調

査した。

今回の調査は、協会役員の医療機関から10月のレセプト15枚を無作為抽出し、

その点数をもとに免責制度（1,000円免責）導入後の患者負担額を算出。１カ

月の医療費の負担割合が現行と導入後でどの程度変化するかという方法で行っ

た。

その結果は、以下のようなものである。

現在３割負担をしている人の負担は平均すると4.5割の負担へと変化するこ

とが今回の調査で明らかとなった。現在まで数々の医療改悪が断行され、患者

負担増が行われてきたが、今回の「保険免責制度」導入で、現行の約1.5倍の

増加というかつてない大幅な患者負担増が発生することが予想され、制度導入

が受診抑制に直結することは容易に推測される。また、受診回数が多く、１回

当たりの医療費が低いケースでは、自己負担が８～10割負担となる場合がある

ことも調査で明らかとなった。

「保険免責制度」という一般国民には理解しづらい制度の下で、患者負担増

を押し付け、さらに医療費抑制を狙う改悪の方向を断じて許すことはできない。

われわれは、このような「保険免責制度」の導入に断固として反対し運動を行

っていく所存である。

――――――――――― 調査方法 ―――――――――――

10月分レセプトから、社保・国保・老人それぞれ５枚ずつ無作為抽出。

（10月31日に受診した患者について、診療開始から順に15枚を抽出）

抽出した患者につき、10月のすべての受診日ごとの点数を算出。

1,000円免責とし、免責導入後の負担割合を算出。

調査患者総数：160人（医科）、41人（歯科）

――――――――――― 調査結果 ―――――――――――

現行制度  免責制度導入後（変化割合） 

１割負担 → 3.08割負担（３倍） 

２割負担 → 5.4割負担＜※参考＞ 

３割負担 → 4.28割負担（1.4倍） 

～～～～～～～～～～ 

～～～～～～～～～～ 

～～～～～～～～～～ 

※なお、歯科２割負担はサンプル数が少ないため参考数値とした。 

〈
歯
科
〉 

現行制度  免責制度導入後（変化割合） 

１割負担 → 2.79割負担（2.79倍） 

２割負担 → 3.83割負担（1.9倍） 

３割負担 → 4.51割負担（1.5倍） 

～～～～～～～～～～～～ 

～～～～～～～～～～ 

～～～～～～～～～～ 

〈
医
科
〉 

「保険免責制度影響調査」
緊急報告 

「保険免責制度影響調査」 
緊急報告 

石川県保険医協会 

『人権と医療
～医師と法律家の対話～』

を読んで

1．人権について
「高齢者の人権を守る市民の会」発足の年（1999年）、福井県老人

保健施設協議会会長を訪ねた時に、「安心、安全が先。年寄りには

人権なんて3番目じゃ」と面と向かって言われました。今なら、「ご

自身の立場を安全にして安心するために、高齢者の人権を守ること

はその後に来るのでしょう？」と反論するところですが、その時に

は悔しい思いで帰ってきました。「法律は意識しているが人権は意

識していない。これが、現在の人権に対する皆さんの感覚」（「人権

と医療」14頁）という、井上英夫先生のご指摘通りだと思います。

先日、NHK福井放送局から、12月10日の人権デーを機にした番組に、

「高齢者の人権を守る市民の会」理事長である観篤子さんにラジオ

出演の依頼がありました。「人権」という言葉が、以前よりは違和

感なく受け入れられるようになってきているのではと感じていま

す。でも、数日前の地元新聞紙上（Ｑ＆Ａ）に「人権って何のこ

と？」という質問に「人権はお互いの思いやり」という情緒的ニュ

アンスの回答が載っていました。だからこそ「人権保障は思想であ

ると同時に制度であり、システムである」（同80頁）、「国家という

のは人権を保障するためにこそある組織」（同12頁）という先生の

主張がもっと広がらなければと思います。

2．終末期医療について
今夏、ガン末期である義父の２カ月余りの入院生活に付き添って

いました。治療や対応に納得いかない点については、その都度主治

医に直接伺っていました。とても勇気の要ることでしたが、県立大

学で老年看護学を教えているＹさん（当会理事）からのメールでの

的確な助言と励ましがなければ、私は単に主治医からの「説明と同

意」に応じていただけだったかもしれません。本人も同席してのイ

ンフォームド・コンセントは、複合的な症状が併発し一気に深刻化

していった義父の事情があり一度きりでしたが、井上先生が言い表

された「情報の提供と自己決定」（同２頁）の場だったと思ってい

ます。一生忘れることはできません。「私ども医者は『死んだ方が

ましだ』と病人が思わずに済むように『がんばるべき』ではないか」

（同54頁）という文章に心打たれて、泣いてしまいました。病気に

なって「死んだ方がまし」だと思うほどつらいのは、病人という目

でしか自分を見ようとしない周りの人たち、いわんや医師の対応の

ためではないでしょうか。患者は、病気という状態になった一人の

人間であることを心にとどめておいてくださる「人権のにない手」

のお医者さんが増えることを祈りたいと思います。

（高齢者の人権を守る市民の会　伊東晴美／福井市）

人権と医療～医師と法律家の対話～
●発行日

2005年10月５日

※会員には１冊無料で送付済みです。

●監修者

井上英夫（金沢大学法学部教授）

●体　裁

A４判・119頁

●定　価

1,000円（税・送料込み）

●申込先

石川県保険医協会

TEL 076－222－5373

FAX 076－231－5156
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安
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紀
久
雄（
中
能
登
町
・
内
科
） 

在
宅
在
宅
で
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を 

　
　
　
　   

夢
見
夢
見
て（
そ
の
一
） 

在
宅
で
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
を 

　
　   

夢
見
て（
そ
の
一
） 

リレー・エッセイ リレー・エッセイ 

在宅 
医療 
在宅 
医療 

3

最新EBMに基づく歯科講演会（シリーズ2） 

EBMに基づかないEBMの実践 EBMに基づかないEBMの実践 
理事　平田　米里（野々市町・歯科） 

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

広
辞
苑
に
よ
る
と
、
ユ
ー
ト

ピ
ア
と
は
「
想
像
上
の
理
想
的

な
社
会
＝
理
想
郷
」
と
な
っ
て

い
る
。
開
業
し
て
約
十
七
年
、

在
宅
医
療
を
し
な
が
ら
、
ユ
ー

ト
ピ
ア
を
達
成
す
る
の
に
現
状

で
は
な
に
が
不
足
し
、
ど
ん
な

工
夫
が
必
要
な
の
か
を
考
え
て

み
た
。

在
宅
医
療
を
分
か
り
や
す
く

考
え
る
た
め
に
、
便
宜
上
、
脳

卒
中
の
後
遺
症
で
動
け
な
い
よ

う
な
、
い
わ
ゆ
る
安
定
し
た
人

と
、
在
宅
で
最
後
を
迎
え
た
い

と
希
望
す
る
、
い
わ
ゆ
る
終
末

期
の
人
の
二
つ
の
群
に
分
け
て

み
た
。
今
回
は
、
前
者
に
つ
い

て
考
察
し
て
み
た
い
。

前
者
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

の
人
生
が
残
さ
れ
て
い
る
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
や
む
な
く
寝

た
き
り
に
な
っ
て
い
る
人
た
ち

で
あ
る
。
こ
の
方
た
ち
の
予
後

を
悪
化
さ
せ
る
要
因
は
、
①
誤

嚥
に
よ
る
肺
炎
②
褥
瘡
③
廃
用

性
萎
縮
に
よ
る
筋
力
低
下
④
抑

う
つ
状
態
や
譫
妄
、痴
呆
症
状
、

な
ど
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
解
消

す
る
手
立
て
は
あ
る
だ
ろ
う

か
。①

に
対
し
て
は
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
阻

害
剤
を
使
っ
た
り
、
在
宅
で
口

腔
ケ
ア
や
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
を
し
っ

か
り
や
れ
れ
ば
も
っ
と
誤
嚥
は

減
る
だ
ろ
う
。
在
宅
Ｎ
Ｓ
Ｔ

（
栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
）
を

大
い
に
利
用
し
て
、
栄
養
状
態

が
改
善
す
れ
ば
肺
炎
の
予
防
に

な
る
だ
ろ
う
。
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
、H

ib

ワ
ク
チ
ン
（
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
桿
菌
用
）
を
打
て

ば
、
さ
ら
に
危
険
性
は
低
下
す

る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
な
か
で

現
在
で
も
利
用
で
き
る
も
の
は

あ
る
が
、
実
際
に
ど
の
く
ら
い

実
施
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

②
に
対
し
て
、
時
間
ご
と
の

体
位
交
換
は
家
族
に
負
担
と
な

る
。
高
機
能
エ
ア
マ
ッ
ト
や
体

交
マ
ッ
ト
を
使
用
す
れ
ば
負
担

を
か
け
ず
に
褥
瘡
予
防
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
栄
養
の
改

善
は
、
何
に
も
増
し
て
重
要
で

あ
る
。
こ
こ
で
も
Ｎ
Ｓ
Ｔ
の
力

が
発
揮
さ
れ
る
。
訪
問
看
護
は

褥
瘡
の
早
期
発
見
に
と
て
も
有

効
だ
。
訪
問
看
護
は
、
今
や
在

宅
ケ
ア
の
要
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
褥
瘡
が
形
成
さ
れ
て
も

今
は
と
て
も
よ
い
被
覆
剤
が
あ

る
。
ま
た
ラ
ッ
プ
を
利
用
し
た

簡
便
な
治
療
も
で
き
る
。
こ
れ

は
安
上
が
り
だ
。
な
お
、
イ
ソ

ジ
ン
シ
ュ
ガ
ー
や
消
毒
は
今
や

逆
効
果
と
さ
れ
る
。

③
は
、な
か
な
か
手
ご
わ
い
。

で
も
、い
い
も
の
が
で
て
き
た
。

「
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
」
と
い
う

も
の
だ
。
当
初
は
年
寄
り
に
筋

ト
レ
な
ん
て
、
と
思
っ
て
い
た

が
、
ケ
ア
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
の
番
組

を
見
た
ら
、
な
ん
と
ほ
と
ん
ど

歩
け
な
か
っ
た
人
が
、
一
カ
月

の
パ
ワ
ー
リ
ハ
で
す
た
す
た
歩

い
て
い
た
。こ
れ
に
は
驚
い
た
。

要
す
る
に
日
ご
ろ
使
わ
な
い
筋

肉
を
刺
激
し
て
や
る
と
、
い
か

に
Ａ
Ｄ
Ｌ
上
有
効
か
と
い
う
こ

と
が
分
か
っ
た
。
パ
ワ
ー
リ
ハ

の
機
械
は
高
い
が
、
寝
た
き
り

と
な
っ
て
ケ
ア
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
と
比
べ
る
と
、
そ
の
コ

ス
ト
は
断
然
パ
ワ
ー
リ
ハ
が
安

い
の
だ
と
言
う
。

④
も
な
か
な
か
の
相
手
だ
。

寝
た
き
り
に
な
る
と
、
段
々
と

意
欲
が
低
下
し
て
く
る
。ま
た
、

昼
間
寝
か
し
て
し
ま
う
と
夜
起

き
て
昼
夜
逆
転
と
な
る
。
こ
れ

に
は
、
や
は
り
積
極
的
な
デ
イ

ケ
ア
で
の
リ
ハ
ビ
リ
や
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
な
ど
集
団
の
中
で
の
刺

激
が
必
要
だ
ろ
う
。
た
だ
、
こ

れ
ら
の
施
設
で
も
決
ま
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
の
継
続
で
は
な
く
、
で

き
れ
ば
「
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
」

ケ
ア
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
経

験
豊
富
な
人
生
の
師
匠
と
認
識

し
て
、
尊
厳
を
も
っ
て
接
す
る

こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
を
実
行
す
る
に
は
、

多
く
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
必
要
と

な
る
。
田
舎
で
そ
れ
だ
け
の
人

材
は
な
か
な
か
そ
ろ
わ
な
い
。

行
政
と
現
場
と
が
一
体
と
な

り
、
長
い
目
で
み
て
何
が
費
用

対
効
果
が
最
も
よ
い
の
か
知
恵

を
し
ぼ
る
必
要
が
あ
る
。
経
験

豊
富
な
Ｐ
Ｔ
、
Ｏ
Ｔ
、
Ｓ
Ｔ
、

栄
養
士
ら
に
よ
り
、
地
域
の
看

護
師
や
栄
養
士
へ
の
指
導
を
し

て
も
ら
う
こ
と
も
重
要
だ
ろ

う
。
少
な
い
人
的
資
源
を
有
効

に
利
用
す
る
よ
う
な
方
策
を
こ

れ
か
ら
は
考
え
て
ゆ
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。

「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
に
は
、
も

う
一
つ
の
意
味
が
あ
っ
た
。

「
ど
こ
に
も
な
い
場
所
」・
・
・

こ
れ
か
ら
は
、
ど
こ
に
も
あ
る

理
想
郷
に
す
る
た
め
に
皆
で
努

力
し
て
ゆ
き
た
い
。

究
所
地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

長
の
名
郷
直
樹
氏
。

名
郷
先
生
の
名
前
を
は
じ
め

て
知
っ
た
の
は
、
第
一
回
の
Ｅ

Ｂ
Ｍ
講
演
会
講
師
、
新
潟
大
学

助
教
授
八
木
稔
氏
か
ら
の
紹
介

だ
っ
た
。
次
に
は
私
の
尊
敬
す

る
兵
庫
協
会
の
内
科
医
か
ら
だ

っ
た
。
両
人
か
ら
は
、
そ
の
方

面
に
興
味
の
あ
る
人
に
は
非
常

に
面
白
く
有
益
な
お
話
だ
が
、

ど
ん
な
人
が
聞
い
て
も
興
味
を

示
す
分
野
で
は
な
い
こ
と
も
確

か
で
あ
る
。
し
か
し
、
歯
科
医

が
単
な
る
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
で
な

く
、
科
学
者
の
端
く
れ
で
あ
り

た
い
と
自
覚
す
る
人
に
は
必
須

の
も
の
と
確
信
し
て
い
る
と
の

助
言
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
覚

え
て
い
る
。

今
回
、
氏
か
ら
は
、『
論
理

的
思
考
を
要
求
す
る
事
柄
に
応

用
で
き
る
方
法
と
は
い
か
な
る

方
法
か
』
に
つ
い
て
、
自
説
で

は
な
く
世
界
標
準
を
提
示
し
て

い
た
だ
き
、
解
説
し
て
い
た
だ

い
た
。
そ
の
要
旨
を
掲
載
し
ま

す
。（

一
）
Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
五
つ
の
ス

テ
ッ
プ
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
！

①
患
者
の
問
題
の
定
式
化

②
問
題
に
つ
い
て
の
情
報
収

集
③
情
報
の
批
判
的
吟
味

④
情
報
の
患
者
へ
の
適
応

⑤
①
〜
③
の
評
価

（
二
）
①
は
Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
基
礎

と
な
る
も
の
で
、
論
文
の
読
み

方
や
研
究
す
る
と
き
の
指
針
と

し
て
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
。
内
容
は
「
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」

で
、
こ
れ
に
沿
っ
て
読
み
進
め

る
と
単
純
化
さ
れ
て
理
解
し
や

す
い
。
こ
れ
は
本
当
で
す
!!
。

具
体
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
こ

と
で
す
。

「
Ｐ
（p

atien
t

）
ど
ん
な
患

者
に
」

「
Ｅ
（ex

p
osu

re

）
何
を
す

る
と
」

「
Ｃ
（com

p
arison

）
何
と

比
べ
て
」

「
Ｏ
（ou

tcom
e

）
ど
ん
な

結
果
に
な
る
か
」

（
三
）
②
に
関
し
て
は
情
報

の
妥
当
性
が
高
い
ほ
ど
、
関
連

性
が
高
い
ほ
ど
、
労
力
や
コ
ス

ト
が
低
い
ほ
ど
臨
床
医
に
と
っ

て
は
好
ま
し
い
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
情
報
収
集
に
は
シ

ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
が

有
効
で
、Cochrane

L
ibrary

、

C
lin

ical
E
v
id

en
ce

、A
C
P

Jou
rn

al
C
lu
b

、
そ
の
歯
科
版

E
v
id
en

ce-b
ased

D
en

tistry

が
お
勧
め
で
あ
る
と
の
こ
と
。

こ
の
メ
タ
分
析
に
お
い
て
は
、

一
つ
の
論
文
で
数
十
編
の
論
文

が
網
羅
で
き
る
こ
と
が
売
り

で
、
特
定
の
課
題
に
つ
い
て
系

統
的
に
情
報
収
集
が
出
来
る
利

点
が
あ
る
。
と
同
時
に
、
批
判

的
吟
味
が
可
能
で
、
治
療
や
予

防
の
有
効
性
に
関
す
る
情
報
が

得
ら
れ
る
。

（
四
）
③
の
批
判
的
吟
味
に

つ
い
て
は
「
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」
に
沿

っ
て
論
文
を
吟
味
す
る
と
エ
ビ

デ
ン
ス
の
レ
ベ
ル
が
見
え
て
く

る
。
研
究
方
法
は
妥
当

か
？
・
・
・
Ｒ
Ｃ
Ｔ
が
き
ち
ん

と
確
立
し
て
い
る
か
、
コ
ホ
ー

ト
研
究
な
の
か
、
そ
れ
と
も
患

者
対
照
研
究
な
の
か
、
単
な
る

意
見
な
の
か
を
知
る
だ
け
で
も

信
憑
性
が
見
え
て
く
る
。
そ
し

て
そ
の
結
果
は
目
の
前
の
患
者

さ
ん
に
有
効
か
??
・
・
を
十
分

吟
味
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ

し
、
結
果
を
扱
う
と
き
に
は
、

真
の
ア
ウ
ト
カ
ム
（
真
の
エ
ン

ド
ポ
イ
ン
ト
）
と
代
用
ア
ウ
ト

カ
ム（
中
間
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
）

と
の
相
関
が
き
ち
ん
と
確
立
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
、
間

違
っ
た
代
用
ア
ウ
ト
カ
ム
を
採

用
さ
れ
た
論
文
だ
と
と
ん
で
も

な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
こ
の
点

に
は
注
意
が
必
要
。そ
も
そ
も
、

そ
の
論
文
の
情
報
は
真
実
か
嘘

か
で
し
か
な
い
、
ほ
か
に
あ
る

と
す
れ
ば
、
た
ま
た
ま
の
偶
然

が
あ
る
く
ら
い
だ
か
ら
、
そ
れ

に
は
メ
タ
分
析
、「
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」

を
当
て
は
め
、
後
は
ち
ょ
っ
と

し
た
統
計
の
知
識
が
あ
れ
ば
批

判
的
吟
味
が
で
き
る
。

（
五
）
④
目
の
前
の
患
者
さ

ん
に
適
応
す
る
か
否
か
を
決
め

る
段
階
で
あ
る
。
論
文
と
目
の

前
の
患
者
さ
ん
と
で
は
、
論
文

の
結
果
が
適
応
で
き
な
い
ほ
ど

異
な
っ
て
い
な
い
か
、そ
し
て
、

す
べ
て
の
ア
ウ
ト
カ
ム
が
評
価

さ
れ
た
か
判
断
し
、
な
お
か
つ

コ
ス
ト
や
害
を
上
回
る
効
果
が

期
待
で
き
る
か
を
吟
味
し
た
上

で
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
六
）
こ
の
よ
う
な
Ｅ
Ｂ
Ｍ

を
実
践
す
る
こ
と
で
、
講
師
自

身
の
臨
床
が
問
診
や
診
察
を
重

要
視
す
る
よ
う
に
な
り
、
患
者

さ
ん
に
治
療
を
強
要
し
な
く
な

っ
た
。
変
化
し
た
と
語
っ
た
。

患
者
か
ら
の
情
報
を
収
集

し
、
そ
の
患
者
に
似
た
研
究
結

果
を
勉
強
し
、
そ
の
二
つ
の
情

報
を
統
合
し
、
目
の
前
の
患
者

に
と
っ
て
の
最
善
の
医
療
は
何

か
を
自
問
す
る
こ
と
。
Ｅ
Ｂ
Ｍ

が
役
に
立
つ
か
で
は
な
く
、
Ｅ

Ｂ
Ｍ
を
利
用
す
る
自
分
自
身
が

患
者
の
役
に
立
て
る
か
ど
う

か
、
論
文
ば
か
り
で
な
く
自
分

自
身
に
も
批
判
的
な
視
点
を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
、
講

演
を
締
め
く
く
っ
た
。

歯
科
医
の
ほ
か
、
医
科
か
ら

の
参
加
も
い
た
だ
い
た
。
こ
の

分
野
は
、
ま
だ
ま
だ
医
科
の
ほ

う
が
強
い
よ
う
だ
。

十
月
二
十
二
日
（
土
）
午
後

七
時
か
ら
金
沢
都
ホ
テ
ル
に

て
、
歯
科
講
演
会
「
最
新
Ｅ
Ｂ

Ｍ
に
基
づ
く
歯
科
講
演
会
シ
リ

ー
ズ
（
第
二
回
）」
が
開
催
さ

れ
た
。
公
開
の
テ
ー
マ
は
『
Ｅ

Ｂ
Ｍ
に
基
づ
か
な
い
Ｅ
Ｂ
Ｍ
の

実
践
』
で
、
講
師
は
社
団
法
人

地
域
医
療
振
興
会
地
域
医
療
研

中能登町の在宅ケアの要、訪問看護ステーションのアイドルスターたち

講師の名郷直樹氏
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医
学
生
の
参
加
が
目
立
っ
て 
医
学
生
の
参
加
が
目
立
っ
て 

白
崎
　
良
明（
金
沢
市
・
内
科
） 

第
十
六
回
核
戦
争
に
反
対
し
、核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
医
師
・
医
学
者
の
集
い 

十
月
二
十
二
、
二
十
三
日
、

名
古
屋
で
行
わ
れ
た
標
記
集
会

に
参
加
し
て
き
た
。
参
加
者
は

三
百
十
三
人
（
う
ち
地
元
百
七

十
八
人
、
パ
ネ
リ
ス
ト
、
報
告

者
十
九
人
、医
学
生
三
十
六
人
）

で
、
史
上
第
二
位
の
参
加
者
数

で
、
医
学
生
が
こ
ん
な
に
参
加

し
た
の
も
初
め
て
で
な
い
か
と

思
わ
れ
た
。

ま
た
、
集
会
に
反
核
･
平
和

運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
民

団
体
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
た

の
も
新
し
い
こ
と
だ
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
争
･
核

の
恐
怖
か
ら
抜
け
出
す
平
和
へ

の
道
〜
日
本
の
果
た
す
べ
き
役

割
は
？
」
に
参
加
し
た
。

①
「
核
廃
絶
と
憲
法
を
守
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
合
さ
せ
て
闘

う
意
義
」（
浅
井
基
文
・
平
和

研
究
所
所
長
）

広
島
･
長
崎
で
行
わ
れ
た
こ

と
は
大
量
無
差
別
殺
戮
、
放
射

能
被
爆
傷
害
と
い
う
点
で
明
ら

か
に
国
際
法
違
反
で
あ
る
。
広

島
・
長
崎
を
人
類
共
通
の
遺
産

と
す
る
た
め
に
は
、
人
間
の
尊

厳
を
基
準
に
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
か

ら
学
ぶ
こ
と
、
国
を
挙
げ
て
の

取
り
組
み
を
実
現
す
る
こ
と
、

「
加
害
者
」
の
認
識
も
含
め
、

近
隣
諸
国
と
の
共
通
認
識
を
作

り
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

平
和
憲
法
の
前
文
、
条
文
は

こ
の
立
場
に
立
っ
て
書
か
れ
て

お
り
、
広
島
･
長
崎
以
前
に
作

ら
れ
た
国
連
憲
章
に
勝
る
、
先

駆
性
、崇
高
性
を
有
し
て
い
る
。

日
本
の
核
廃
絶
運
動
は
平
和
憲

法
の
下
に
あ
る
こ
と
が
国
際
的

に
評
価
を
受
け
て
い
る
の
で
、

こ
れ
が
な
く
な
る
と
信
頼
は
ど

う
な
る
だ
ろ
う
か
。

広
島
で
も
八
月
六
日
前
の

一
、二
カ
月
は
盛
り
上
が
る
が
、

恒
常
的
に
核
廃
絶
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
高
め
る
に
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
。
文
部
科
学
省
か
ら

の
出
向
者
が
広
島
県
教
育
長
に

な
っ
た
が
、
平
和
教
育
に
高
校

生
を
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
に
し

た
。武

力
攻
撃
事
態
法
に
は
、
核

攻
撃
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。
今

こ
そ
核
戦
争
の
火
元
を
消
す
た

め
の
核
廃
絶
運
動
を
平
和
憲
法

を
守
る
運
動
と
一
体
と
し
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
。

②
改
憲
論
の
ね
ら
い
と
「
な

く
す
な
九
条
」
の
意
義
（
本
秀

紀
・
名
大
教
授
）

現
憲
法
と
対
比
し
て
「
自
民

党
新
憲
法
草
案
」
は
九
条
を
改

悪
し
て
「
自
衛
組
織
の
保
持
、

国
際
協
力
条
項
」
を
盛
り
込
む

こ
と
に
よ
っ
て
戦
争
の
で
き
る

国
に
す
る
こ
と
。
改
憲
条
件
を

三
分
の
二
か
ら
過
半
数
に
。
個

人
の
権
利
の
制
約
に
ね
ら
い
が

あ
る
。
昨
年
十
一
月
の
草
案
に

あ
っ
た
国
防
の
義
務
、
二
十
五

条
の
変
更
な
ど
は
削
除
さ
れ
、

妥
協
し
て
改
憲
を
通
そ
う
と
し

た
意
図
が
う
か
が
え
る
。

ア
ジ
ア
の
人
を
中
心
に
「
国

際
公
約
」
と
し
て
の
憲
法
、
希

望
の
星
と
し
て
「
世
界
の
宝
」

と
し
て
の
憲
法
を
生
か
す
も
殺

す
も
市
民
次
第
。
ふ
た
た
び

「
加
害
者
」
に
な
っ
て
よ
い
の

か
？「

戦
争
を
す
る
国
に
す
る
」

―
―
九
条
＋
二
十
五
条
の
総
合

的
対
決
に
な
っ
て
い
る
。

③
ブ
ッ
シ
ュ
戦
略
と
反
核
平

和
運
動
（
高
草
木
博
・
原
水
協

事
務
局
長
）

テ
ロ
と
核
物
質
の
拡
散
、
北

朝
鮮
が
核
武
装
す
る
な
ど
を
根

拠
と
し
た
「
脅
威
」
論
。
そ
れ

ら
の
「
脅
威
」
を
集
約
し
た
イ

ラ
ク
攻
撃
。

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
「
予
見
し

う
る
将
来
に
わ
た
り
、
挑
戦
者

の
登
場
を
許
さ
な
い
」
と
す
る

冷
戦
後
の
覇
権
追
求
。
力
の
秩

序
構
築
と
国
連
中
心
主
義
･
法

の
支
配
を
否
定
す
る
ユ
ニ
ラ
テ

ラ
リ
ズ
ム
、「
使
え
る
核
兵
器
」

の
追
求
、な
ど
を
特
徴
と
す
る
。

反
核
平
和
運
動
は
こ
れ
ら
の

動
き
の
中
で
も
前
進
し
て
い

る
。
原
水
爆
禁
止
二
〇
〇
五
年

世
界
大
会
「
国
際
会
議
宣
言
」

の
提
起
を
大
切
に
前
進
さ
せ
た

い
。石

川
か
ら
は
医
師
四
人
、
医

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

学
生
四
人
、
事
務
関
係
者
二
人

が
参
加
し
た
。

第
一
分
科
会
「
核
兵
器
廃
絶

を
め
ざ
し
て
〜
世
代
を
超
え
て

医
師
の
役
割
を
考
え
る
〜
」
に

出
席
し
た
。

①
ア
メ
リ
カ
の
核
戦
略
と
日

本
の
役
割
（
新
原
昭
治
・
非
核

の
政
府
を
求
め
る
会
核
問
題
調

査
専
門
委
員
）
ア
メ
リ
カ
の
核

戦
略
は
、
核
兵
器
の
所
在
は
否

定
も
肯
定
も
し
な
い
完
全
な
秘

密
主
義
で
あ
る
。

二
〇
〇
二
年
、
秘
密
報
告
で

「
核
体
制
を
見
直
し
十
七
カ
国

へ
の
核
攻
撃
」
を
明
記
、「
使

え
る
核
兵
器
」
の
開
発
を
め
ざ

す
。
米
統
合
参
謀
本
部
の
「
統

合
核
作
戦
ド
ク
ト
リ
ン
」
改
訂

版
に
は
敵
が
Ｍ
Ｄ
Ｗ
を
使
用
し

た
か
、
使
用
す
る
意
図
が
見
ら

れ
る
と
き
に
は
先
制
核
攻
撃
を

し
か
け
る
。
地
下
施
設
の
破
壊

第
一
分
科
会

十
一
月
二
十
日
、
金
沢
市
駅

西
保
健
所
に
お
い
て
、
石
川
県

保
険
医
協
会
な
ど
が
後
援
す

る
、
十
五
年
戦
争
と
日
本
の
医

学
医
療
研
究
会
の
第
十
七
回
研

究
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
記
念
講
演
は
、
元
国
立

療
養
所
栗
生
楽
泉
園
副
園
長

で
、
お
う
え
ん
ポ
リ
ク
リ
ニ
ッ

ク
院
長
で
あ
る
並
里
ま
さ
子
氏

の
「
日
本
の
ハ
ン
セ
ン
病
対
策

と
こ
れ
に
係
わ
っ
た
医
師
た
ち

〜
今
と
昔
〜
」。
特
別
講
演
と

し
て
、
金
沢
大
学
副
学
長
・
付

属
図
書
館
長
の
橋
本
哲
哉
氏
に

過
去
最
高
の
参
加
者
で 

密
度
の
濃
い
集
会
に 
過
去
最
高
の
参
加
者
で 

密
度
の
濃
い
集
会
に 

副
会
長
　
喜
多
　
徹（
野
々
市
町
・
内
科
） 

十
五
年
戦
争
と
日
本
の
医
学
医
療
研
究
会
／
第
十
七
回
研
究
会 

可
能
な
核
爆
弾
の
使
用
な
ど
が

示
さ
れ
て
い
る
（
ア
メ
リ
カ
国

内
で
も
批
判
が
広
が
っ
て
い
る

が
）。同

盟
国
を
核
使
用
戦
略
の
拠

点
に
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
四

百
八
十
発
の
核
爆
弾
（
三
分
の

一
以
上
が
同
盟
国
空
軍
用
）
配

備
、
ス
テ
ル
ス
機
に
よ
る
米
本

国
か
ら
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

へ
の
遠
征
迅
速
攻
撃
な
ど
を
展

開
し
て
い
る
が
、
国
際
世
論
は

核
兵
器
使
用
を
嫌
悪
し
て
い
る

ベ
ル
ギ
ー
の
撤
去
決
議
。

一
九
七
二
年
、
返
還
ま
で
沖

縄
は
最
大
の
核
攻
撃
基
地
で
あ

っ
た
。
核
配
備
を
迫
っ
て
き
て

い
る
が
、
日
本
の
世
論
が
こ
れ

ま
で
許
し
て
こ
な
か
っ
た
。
ア

メ
リ
カ
は
世
論
の
動
向
に
最
大

の
関
心
を
払
い
、
過
去
の
「
核

密
約
」
の
よ
う
に
裏
を
か
く
執

拗
な
動
き
を
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
で

入
手
し
た
公
開
文
書
を
資
料
に

明
快
に
解
説
さ
れ
、
い
ま
だ
に

非
核
「
神
戸
方
式
」
な
ど
の

「
核
持
ち
込
ま
せ
ず
」
の
運
動

の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

②
全
日
本
民
医
連
副
会
長
の

原
和
人
氏
が
平
和
運
動
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
広
島
訪
問

の
自
己
体
験
か
ら
は
じ
ま
り
、

セ
ミ
パ
ラ
チ
ン
ス
ク
訪
問
、
国

際
市
民
会
議
へ
の
参
加
、
国
連

へ
の
要
請
行
動
な
ど
の
豊
富
な

国
際
活
動
か
ら
医
師
、
医
療
従

事
者
と
し
て
の
核
廃
絶
運
動
へ

の
参
加
の
重
要
性
を
訴
え
た
。

③
青
年
医
師
を
代
表
し
て
青

木
氏
が
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
へ

の
要
請
行
動
に
参
加
し
た
こ
と

よ
る
「
餓
死
・
精
神
障
害
と
戦

争
」
の
二
つ
を
主
演
題
と
し
、

金
沢
大
学
法
学
部
教
授
井
上
英

夫
氏
、
そ
の
ほ
か
小
生
を
含
む

数
件
の
関
連
演
題
発
表
と
、
な

か
な
か
密
度
の
濃
い
内
容
で
あ

っ
た
。

字
数
の
関
係
で
記
念
講
演
、

特
別
講
演
の
印
象
に
残
っ
た
内

容
の
み
を
報
告
す
る
。

並
里
氏
の
講
演
で
は
、
そ
も

そ
も
「
ラ
イ
菌
」
と
は
、
毒
素

の
な
い
菌
で
あ
り
、
感
染
は
広

汎
で
あ
る
が
、
発
症
は
き
わ
め

て
限
定
的
で
宿
主
条
件
、
環
境

因
子
が
深
く
関
与
す
る
。
ハ
ン

セ
ン
病
の
症
状
は
感
染
症
と
言

う
よ
り
免
疫
病
の
性
格
が
強

い
。世

界
で
の
歴
史
的
な
感
染
状

況
を
見
る
と
感
染
処
女
地
で
は

爆
発
的
に
流
行
す
る
が
、
お
よ

そ
百
年
の
ス
パ
ン
で
自
然
消
退

し
、
恒
常
的
な
罹
患
率
を
維
持

す
る
が
、
文
明
国
で
は
ほ
ぼ
消

滅
す
る
。
そ
し
て
講
演
の
大
半

を
ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
を
解
説

さ
れ
た
が
、
最
後
に
現
在
の
ハ

ン
セ
ン
病
臨
床
の
問
題
点
と
し

て
、
ハ
ン
セ
ン
を
診
断
治
療
で

き
る
専
門
家
が
い
な
い
と
指
摘

さ
れ
た
。
現
存
す
る
療
養
所
所

記
念
講
演

を
は
じ
め
、自
己
体
験
を
述
べ
、

「
世
代
を
超
え
て
二
度
と
戦
争

を
し
な
い
、
ノ
ウ
モ
ア
被
爆
者

と
い
う
共
通
の
歴
史
認
識
」

「
核
抑
止
論
の
破
綻
、
核
兵
器

と
人
類
は
共
存
し
え
な
い
と
い

う
共
通
の
現
状
認
識
」「
核
兵

器
も
戦
争
も
な
い
世
界
、
人
の

い
の
ち
が
本
当
に
大
切
に
さ
れ

る
世
界
を
つ
く
る
と
い
う
共
通

の
世
界
観
」
を
持
っ
て
が
ん
ば

り
た
い
と
決
意
表
明
し
た
。

二
日
目
の
午
後
に
は
各
分
科

会
の
報
告
と
基
調
報
告
の
確

認
、「
な
く
せ
核
兵
器
、
な
く

す
な
九
条
・
愛
知
宣
言
」
の
採

択
が
さ
れ
た
。
各
分
科
会
で
専

門
家
が
基
調
報
告
を
し
て
、
多

彩
で
か
つ
内
容
の
深
い
集
会
で

あ
っ
た
。

囲 

解 
答 

碁 

一 

8 97654321

二 

三 

四 

五 

六 

七 

1

2
6

3 5
7

4

1
（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
） 

イ 
黒
１
が
急
所
で
白
2
に
は
以
下
黒

7
ま
で
白
死
で
す
。
白
2
で
6
は
黒
イ
。

同
じ
く
白
2
で
3
は
黒
2
で
や
は
り

白
死
で
す
。

黒
1
で
イ
は

白
2
黒
3
白

1
で
活
き
ま

す
。
 

3
二
角
、
同
金
、
1
二
角
、
同
香
、
2

二
銀
、
同
金
、
同
歩
成
、
同
玉
、
3
二

金
、
1
一
玉
、
4
一
竜
ま
で
十
一
手

詰
め
。 

〈
解
説
〉
2
二
銀
は
、
1
二
玉
、
2
一

角
、
同
金
、
同
銀
不
成
、
2
三
玉
以
下

上
部
へ
逃
げ
ら
れ
ま
す
。
3
二
角
に

1
二
玉
な
ら
、
2
二
歩
成
、
同
金
、
2

一
角
打
以
下
の
早
詰
め
。
1
二
角
が

継
続
手
で
、
3
一
玉
な
ら
3
二
竜
以

下
や
は
り
早
詰
め
で
す
。
ま
た
同
玉

な
ら
3
二
竜
ま
で
な
の
で
同
香
で
す

が
、
2
二
銀
か
ら
金
を
入
手
し
、
以
下

は
追
い
詰
め
に
な
り
ま
す
。 

（
問
題
は
12
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

将
棋
解
答 

313人が参加して開かれた「第16回核戦争に反対し、
核兵器廃絶を求める医師・医学者の集い」

（10月22・23日、名古屋市）

（
九
面
に
続
く
）
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十
万
人
う
ち
、
軍
人
軍
属
二
百

三
十
万
人
、
そ
の
何
と
百
二
十

七
万
人
、
つ
ま
り
五
五
％
が
餓

死
で
あ
る
と
言
う
藤
原
彰
氏
の

絶
筆
の
著
書
『
餓
死
し
た
英
霊

た
ち
』（
青
木
書
店
）
を
紹
介

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
悲
劇
の

原
因
は
、
日
本
軍
の
攻
撃
至
情

主
義
、
補
給
軽
視
、
捕
虜
禁

止
・
玉
砕
奨
励
の
結
果
で
あ
ろ

う
。そ

し
て
、
今
話
題
の
小
泉
総

理
の
靖
国
参
拝
の
際
の
発
言
を

言
及
さ
れ
、「
祖
国
の
た
め
に

勇
敢
に
戦
っ
た
兵
士
を
弔
う
」

と
の
発
言
は
、
以
下
の
よ
う
に

言
い
換
え
て
は
ど
う
か
と
提
言

さ
れ
た
。

「
Ａ
級
戦
犯
を
は
じ
め
と
し

て
無
謀
な
戦
争
に
よ
っ
て
、
過

半
数
の
兵
士
は
悲
惨
な
餓
死
に

追
い
込
ま
れ
た
。
と
り
わ
け
ア

ジ
ア
諸
国
に
多
大
な
損
害
と
苦

痛
を
与
え
た
。
二
度
と
戦
争
は

起
こ
さ
な
い
」。

戦
前
の
金
沢
大
学
医
学
部

（
旧
金
沢
医
科
大
学
）
に
東
大

出
身
の
精
神
科
医
で
早
尾
乕
雄

教
授
と
い
う
方
が
在
職
（
一
九

二
七
〜
一
九
四
一
年
）
さ
れ
た

が
、
一
九
三
七
年
に
招
集
、
陸

軍
軍
医
中
尉
と
し
て
二
年
勤

務
。
そ
の
間
、
日
本
軍
お
よ
び

将
兵
の
精
神
病
理
と
犯
罪
に
つ

い
て
貴
重
な
研
究
を
残
し
て
い

る
。
戦
争
と
い
う
「
過
度
ノ
精

神
緊
張
」
の
中
で
頻
発
す
る
戦

場
神
経
症
・
精
神
病
」
の
症

状
・
処
置
・
予
防
を
具
体
的
に

論
じ
て
い
る
。
当
時
の
日
本
軍

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ

QQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQQ

Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q

Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q
Q

～開業医としての夢を語る～ 

参加費 無料

2006年 2月16日（木）午後7時半～9時

金沢都ホテル　5階「蓬莱の間」
（ＪＲ金沢駅東口正面　電話076－261－2111）

会員デビュー講演・シンポジウム会員デビュー講演・シンポジウム

◇浅妻　茂章 会員 （浅妻医院院長／金沢市・整形外科） 
 ●テーマ　老後の臨床医

◇松井　　裕 会員 （松井皮膚科クリニック院長／金沢市） 

 ●テーマ　portal and screening

◇相木　一秀 会員 （あいき整形外科クリニック院長／金沢市） 

 ●テーマ　未定 

◇◆報告・テーマ◆◇ 

2月6日までに保険医協会まで必ずお申し込みください
電話（076）222-5373・ＦＡＸ（076）231-5156
E-mai：liskw_sugino@doc-net.or.jp
※定員に達し次第、締め切らせて頂きます。

ところ

と　き

～開業医としての夢を語る～ 

第１２回第１２回

の
占
領
地
に
お
け
る
強
姦
、
略

奪
な
ど
の
犯
罪
行
為
は
目
に
余

る
も
の
が
あ
り
、
早
尾
教
授
の

提
言
は
、
軍
中
枢
ま
で
伝
え
ら

れ
た
が
無
視
さ
れ
た
。
し
か
し

こ
の
提
言
が
尊
重
さ
れ
て
い
た

ら
、
南
京
大
虐
殺
な
ど
の
歴
史

に
残
る
蛮
行
は
防
止
で
き
た
と

思
わ
れ
る
。

七
三
一
部
隊
な
ど
で
金
沢
大

学
関
係
者
の
犯
罪
的
行
為
が
問

題
に
な
っ
て
き
て
い
る
折
、
一

瞬
ほ
っ
と
和
む
話
題
提
供
で
あ

っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
今
回
の
金
沢

例
会
は
参
加
者
も
百
十
人
と
会

発
足
以
来
、
最
高
で
あ
っ
た
。

し
か
も
参
加
者
に
若
い
学
生
、

大
学
院
生
が
多
く
、
大
変
実
り

の
多
い
一
日
で
あ
っ
た
。

◇

★
早
尾
乕
雄
教
授
の
研
究
・

業
績
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
「
早
尾
乕
雄
」
で
検

索
す
れ
ば
か
な
り
の
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

全
国
に
広
め
た
い
花
田
氏
提
案 

全
国
に
広
め
た
い
花
田
氏
提
案 

理
事
　
平
田
　
米
里（
保
団
連
研
究
部
副
部
長
／
野
々
市
町
・
歯
科
） 

二
〇
〇
五
年
度
保
団
連
第
三
回
研
究
部
会 

二
〇
〇
五
年
度
保
団
連
第
三
回
研
究
部
会 

二
〇
〇
五
年
度
第
三
回
目
の

研
究
部
会
が
十
一
月
二
十
三

日
、
東
京
・
新
宿
農
協
会
館
に

て
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
、
参
加
協
会
の
近
況

報
告
を
中
心
に
検
討
さ
れ
た
。

研
究
部
会
の
役
割
の
確
認
、
来

年
度
の
課
題
や
医
療
研
究
集
会

そ
し
て
健
康
診
断
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
合
意
が
で
き
た
。
ま

た
、
ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
被
害
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
を
続

け
る
こ
と
と
な
っ
た
。し
か
し
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
に
つ
い
て

は
意
見
の
集
約
が
で
き
ず
、
次

回
以
降
の
検
討
課
題
と
な
っ

た
。
以
下
、
重
要
と
思
わ
れ
る

項
目
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

①
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
に
関

し
て
は
、
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
は
ど
ん

な
も
の
で
も
先
発
品
と
同
じ
よ

う
な
効
果
が
あ
る
よ
う
に
イ
メ

ー
ジ
作
り
が
さ
れ
て
い
る
が
、

先
発
品
、
後
発
品
に
限
ら
ず
、

そ
の
有
効
性
を
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
意
見
の
一
致
を
見

た
。
し
か
し
、
そ
の
検
証
は
あ

く
ま
で
国
が
す
べ
き
と
い
う
立

場
と
、
国
に
あ
ま
り
期
待
で
き

な
い
の
な
ら
開
業
医
自
ら
が
治

験
を
し
て
も
良
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
立
場
に
分
か
れ
た
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
そ
の

他
い
ろ
い
ろ
な
問
題
点
が
あ

り
、
次
回
以
降
十
分
な
時
間
を

と
っ
て
議
論
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。②

毎
日
新
聞
な
ど
が
八
月
十

四
日
に
『
健
康
診
断
効
果
に
疑

問
』
な
ど
と
大
々
的
に
報
じ
た

こ
と
に
関
し
て
は
、
厚
生
労
働

省
研
究
班
の
報
告
と
い
う
と
聞

こ
え
は
良
い
が
、
実
際
は
疑
問

が
大
き
い
。
そ
も
そ
も
対
象
者

が
大
企
業
の
職
員
で
サ
ン
プ
ル

と
し
て
は
偏
り
が
大
き
い
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
し
、
そ
れ
を

根
拠
に
健
診
に
根
拠
が
無
い
と

は
・
・
・
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
、
研
究
部
会
と
し
て
は
全
五

百
ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
資
料
の
中

で
、
根
拠
と
さ
れ
る
論
文
を
入

手
し
、
分
野
別
に
各
専
門
家
に

依
頼
し
て
真
偽
の
ほ
ど
を
検
証

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

③
石
川
協
会
か
ら
は
、
私
が

以
下
の
発
言
を
し
た
。

・
・
・
先
日
、
石
川
県
保
険

医
協
会
歯
科
部
会
主
催
で
、
花

田
信
弘
先
生
（
国
立
保
健
医
療

科
学
院
口
腔
保
健
部
長
）
の
講

演
会
を
開
催
し
た
。
大
変
興
味

あ
る
内
容
で
、
花
田
先
生
の
考

え
を
保
団
連
歯
科
の
運
動
方
針

と
し
て
全
国
展
開
で
き
な
い
も

の
か
と
の
思
い
を
持
つ
に
い
た

り
、
部
会
で
提
案
し
た
い
。

医
療
費
の
抑
制
政
策
と
し
て

厚
生
労
働
省
が『
生
活
習
慣
病
』

対
策
を
打
ち
出
し
て
き
て
い
る

こ
と
は
承
知
で
、
そ
の
点
に
は

十
分
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る

こ
と
を
理
解
し
た
上
で
提
案
す

る
。花

田
氏
の
提
案
を
要
約
す
る

と
き
、
代
理
（
中
間
）
エ
ン
ド

ポ
イ
ン
ト
と
真
の
エ
ン
ド
ポ
イ

ン
ト
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と

が
避
け
ら
れ
な
い
の
で
聞
き
心

地
は
良
く
な
い
と
思
わ
れ
る

が
、
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

〔
提
案
〕

疾
患
に
は
な
っ
て
い
な
い

が
、
そ
の
疾
患
の
代
理
す
る
も
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の
で
管
理
、
予
防
す
る
方
法
は

医
科
で
は
す
で
に
行
わ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

た
と
え
ば
、
高
脂
血
症
で
は

虚
血
性
心
疾
患
が
エ
ン
ド
ポ
イ

ン
ト
で
、
代
理
エ
ン
ド
ポ
イ
ン

ト
は
血
清
脂
質
濃
度
だ
そ
う
で

す
。
同
様
に
、
高
尿
酸
血
症
で

は
痛
風
に
対
す
る
血
清
尿
酸
濃

度
、
高
血
圧
症
で
は
脳
卒
中
に

対
す
る
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
・
・
・
と
い
う
風
に
保
険
診

療
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

し
か
し
、
歯
科
で
は
ま
だ
代

理
エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
で
は
、
保

険
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。
虫
歯
や
歯
周
病
で
は
真
の

疾
患
に
な
ら
な
い
限
り
治
療
の

対
象
に
な
ら
な
い
の
で
す
。

つ
ま
り
、
虫
歯
に
対
す
る
脱

灰
現
象
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
の
状

態
、
歯
周
病
に
対
す
る
ポ
ケ
ッ

ト
内
部
の
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
の

変
化
で
は
治
療
対
象
と
な
ら

ず
、
予
防
処
置
と
し
て
扱
わ
れ

ほ
と
ん
ど
が
自
費
扱
い
で
す
。

た
と
え
あ
っ
た
に
し
て
も
、
非

常
に
低
い
報
酬
で
、
歯
科
医
院

に
お
い
て
は
、
保
険
診
療
の
基

で
は
そ
れ
ら
の
予
防
は
、
や
れ

ば
や
る
ほ
ど
赤
字
に
な
り
ま

す
。

医
科
の
よ
う
に
、
歯
科
で
も

疾
患
に
な
る
前
の
段
階
で
、
対

処
し
な
け
れ
ば
国
民
の
健
康
に

十
分
寄
与
で
き
な
い
こ
と
は
明

ら
か
な
の
で
す
が
、
保
険
診
療

に
そ
の
項
目
が
無
い
た
め
に
、

開
業
医
は
二
の
足
を
踏
ん
で
い

る
現
状
で
す
。
省
に
お
願
い
し

て
も
、
実
際
に
ほ
と
ん
ど
行
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
を
診
療
報
酬

の
項
目
に
上
げ
る
こ
と
は
不
合

理
と
は
ね
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。保

団
連
と
し
て
、
こ
の
あ
た

り
の
予
防
処
置
（
医
科
で
は
予

防
で
無
く
治
療
行
為
、
歯
科
で

は
本
当
は
治
療
な
の
に
予
防
処

置
と
さ
れ
る
分
野
）
を
、
正
当

に
評
価
し
診
療
報
酬
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
に
多
方
面
に
働
き
か

け
る
行
動
を
起
こ
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
で
、第
一
段
階
と
し
て
、

全
国
の
歯
科
会
員
に
花
田
先
生

の
理
論
を
、
講
演
会
を
開
催
す

る
な
ど
し
て
お
聞
き
し
た
上

で
、検
討
し
て
も
ら
う
よ
う
に
、

歯
科
理
事
会
か
ら
発
信
し
て
い

た
だ
き
、
そ
の
結
果
を
歯
科
理

事
会
、
全
国
の
協
会
で
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

長
ク
ラ
ス
で
も
、
ハ
ン
セ
ン
を

治
療
で
き
る
人
が
な
ん
と
半
分

に
も
満
た
ず
、
惰
性
的
な
治
療

が
今
で
も
続
い
て
い
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

結
局
、
現
在
で
も
ハ
ン
セ
ン

の
少
数
の
専
門
家
と
称
す
る

方
々
は
、
療
養
所
と
学
会
と
い

う
狭
い
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
に
行

き
来
し
て
い
る
だ
け
の
世
間
か

ら
遊
離
し
た
状
態
で
あ
る
と
断

言
さ
れ
た
。

橋
本
哲
哉
氏
は
元
金
沢
大
学

経
済
学
部
教
授
で
あ
る
が
、
二

つ
の
興
味
あ
る
話
題
を
提
供
さ

れ
た
。
一
つ
は
太
平
洋
戦
争
に

お
け
る
日
本
人
戦
死
者
数
三
百

特
別
講
演

（
八
面
の
続
き
）
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ア
メ
リ
カ
滞
在
も
終
わ
り
に

近
づ
い
た
二
〇
〇
四
年
の
八
月

上
旬
、
私
は
残
さ
れ
た
時
間
を

利
用
し
て
知
人
の
Ｔ
さ
ん
の
い

る
イ
リ
ノ
イ
州
を
訪
問
す
る
こ

と
に
し
た
。
保
健
師
で
あ
っ
た

Ｔ
さ
ん
は
、
以
前
に
私
が
勤
務

し
て
い
た
大
学
で
修
士
課
程
を

修
了
し
た
後
、
家
族
と
と
も
に

ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
て
看
護
師
の

資
格
を
取
得
し
、
現
在
は
イ
リ

ノ
イ
州
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
に
あ

る
イ
リ
ノ
イ
大
学
看
護
学
科
で

助
手
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら
博

士
課
程
で
の
勉
強
を
続
け
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
、
私
は

幸
い
な
こ
と
に
（
医
療
法
を
研

究
す
る
者
と
し
て
は
や
や
残
念

な
こ
と
で
あ
っ
た
が
）
実
際
に

ア
メ
リ
カ
で
医
療
機
関
を
利
用

す
る
機
会
が
な
か
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
社
会
で
の
生
活
が
五
年
目

と
な
る
Ｔ
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺

う
こ
と
で
、
多
少
な
り
と
も
ア

メ
リ
カ
社
会
や
医
療
現
場
の
実

情
を
知
り
た
い
と
考
え
た
の
で

あ
る
。

ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
は
イ
リ
ノ

イ
州
の
大
都
市
シ
カ
ゴ
か
ら
長

距
離
バ
ス
で
一
時
間
ほ
ど
の
距

離
に
あ
る
町
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク

フ
ォ
ー
ド
に
着
い
て
、
は
じ
め

に
訪
問
し
た
の
は
、
Ｔ
さ
ん
の

上
司
で
あ
る
シ
ャ
ノ
ン
・
ラ
イ

ザ
ー
助
教
授
の
研
究
室
で
あ
っ

た
。
ラ
イ
ザ
ー
先
生
は
看
護
師

の
資
格
を
も
っ
て
お
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
看

護
師
が
低
所
得
者
の
た
め
に
診

療
を
行
う
も
の
ら
し
い
）
の
活

動
も
行
っ
て
い
る
。
農
業
の
盛

ん
な
イ
リ
ノ
イ
州
に
ふ
さ
わ
し

く
、
彼
女
の
研
究
テ
ー
マ
は
農

業
従
事
者
の
労
働
災
害
や
職
業

病
の
問
題
で
あ
っ
た
。
ラ
イ
ザ

ー
先
生
か
ら
は
引
退
後
の
農
業

労
働
者
の
生
活
な
ど
興
味
深
い

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

ち
ょ
う
ど
大
統
領
選
挙
を
控
え

た
時
期
で
あ
り
、
話
題
が
医
療

保
険
に
及
ぶ
と
、
ア
メ
リ
カ
の

医
療
制
度
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
も
ブ
ッ
シ
ュ
の
再
選
は
ど
う

し
て
も
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
話
さ
れ
た
こ
と
が
印
象
に

残
っ
た
（
三
カ
月
後
の
大
統
領

選
挙
は
残
念
な
結
果
と
な
っ

た
）。次

に
訪
れ
た
の
は
、
Ｔ
さ
ん

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る

北
イ
リ
ノ
イ
・
ホ
ス
ピ
ス
・
セ

ン
タ
ー
（N

orth
ern

Illin
ois

H
osp

ice
an

d
G
rief

C
ou

n
selin

g
C
en

ter

）
で
あ

っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
ロ
ッ

ク
フ
ォ
ー
ド
で
ホ
ス
ピ
ス
の
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
一
九
七
九
年
に
設
立
さ

ア
メ
リ
カ
の

在
宅
ホ
ス
ピ
ス

イ
リ
ノ
イ
州

ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
へ

れ
た
民
間
組
織
で
あ
り
、
現
在

は
約
二
百
五
十
人
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
活
動
に
参
加
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
五
千
人
を
超

え
る
患
者
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
き
た
そ
う
で
あ
る
。
私
が

訪
問
し
た
際
に
は
、
セ
ン
タ
ー

の
設
立
二
十
五
周
年
を
記
念
し

て
作
ら
れ
た
大
き
な
キ
ル
ト

が
、
こ
れ
ま
で
に
看
取
っ
た
患

者
さ
ん
の
写
真
と
と
も
に
壁
に

飾
ら
れ
て
い
た
。
Ｔ
さ
ん
に
よ

れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
生
活
を
始

め
て
感
心
し
た
こ
と
の
ひ
と
つ

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の

参
加
が
市
民
の
社
会
生
活
の
中

で
大
き
な
比
重
を
占
め
て
お

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
取
り

組
み
が
個
人
に
対
す
る
評
価
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
点
で
あ
る

と
い
う
。

ホ
ス
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
を
後
に

す
る
と
、
ロ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ド
に

あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
病
院
を

見
学
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
な
っ

た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
医
療
機

関
で
あ
る
た

め
、
低
所
得

者
へ
の
医
療

な
ど
に
は
手

厚
い
が
、
中

絶
手
術
は
行

わ
な
い
方
針

で
あ
る
と
い

う
。
ま
た
、

Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ａ

法
（
患
者
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
定
め
た

連
邦
法
）
の
施
行
に
よ
り
、
患

者
が
費
用
支
払
い
な
ど
を
行
う

窓
口
が
個
室
化
さ
れ
て
い
る
点

に
は
少
々
驚
か
さ
れ
た
。

シ
カ
ゴ
か
ら
わ
が
町
セ
ン
ト

ル
ス
に
戻
る
と
、
慌
て
て
帰
国

の
準
備
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
合
間
に
、
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
州
で
の
研
究
か
ら
戻
ら

れ
た
グ
リ
ー
ニ
ー
教
授
（
筆
者

が
研
究
テ
ー
マ
と
し
た
「
医
療

と
独
占
禁
止
法
」
の
専
門
家
で

あ
る
）
を
つ
か
ま
え
て
、
常
々

疑
問
に
思
っ
て
い
た
点
を
尋
ね

る
こ
と
が
で
き
た
。
グ
リ
ー
ニ

ー
教
授
か
ら
は
、「
ア
メ
リ
カ

法
の
悪
い
と
こ
ろ
は
ア
メ
リ
カ

に
置
い
て
帰
れ
」
と
、
あ
り
が

た
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
国
の

制
度
か
ら
何
か
を
学
ぶ
際
に

は
、
悪
い
面
も
含
め
て
一
度
総

合
的
に
理
解
す
る
作
業
が
必
要

と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
筆
者
に
と
っ
て
今
回
の
連

載
は
こ
う
し
た
作
業
を
進
め
る

上
で
有
益
な
機
会
と
な
っ
た
。

今
回
で
私
の
連
載
は
終
了
と

な
り
ま
す
。
お
読
み
い
た
だ
い

た
『
石
川
保
険
医
新
聞
』
読
者

の
皆
様
お
よ
び
編
集
部
の
皆
様

に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

セ
ン
ト
ル
イ
ス
か
ら

金
沢
へ
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近年チーム医療の必要性が、盛んに論じられています。私が今まで看護

師、医師で催されていた当院の糖尿病勉強会に参加することになったきっ

かけは、たまたま病棟で肥満の糖尿病患者さんに繰り返し栄養指導をして

いた時、その患者さんについて症例検討会が行われており、情報を支援し

たことに始まります。

それまで院内の糖尿病教室は医師と共に患者教育を行っていましたが、

このような勉強会が行われていたこと自体、栄養士はまったく知りません

でした。もちろん、早速毎週勉強会に参加することにしたことは言うまで

もありませんが、その後、薬剤師、理学療法士、検査技師が加わり、大勢

のスタッフが参加しています。

当初は糖尿病の知識の習得や、糖尿病療養指導士用対策問題をみんなで

解き検討することなどの勉強会が中心でしたが、最近の活動は、入院患者

さんの症例検討であり、各々の立場から患者さんの指導状況と問題点を報

告し、今後の方針を協議します。ある時はスタッフからの治療方針の確認

や質問、合併症の評価であったり、患者さん自身の理解度や動機付け、ま

た自己管理に関する技術の確認であったりとさまざまです。

症例検討以外に、各職種からの最新知識の情報提供があり自分の専門外

の知識を得ることができ、スタッフ自身の糖尿病全般に関する知識の向上

にも繋がっています。そのおかげで、各職種すべて糖尿病療養指導士を取

得することができました。

糖尿病患者さんの多くは、疾患や治療の知識を十分に理解しているにも

かかわらず、食事療法、運動療法や薬物療法が十分に実行されていないた

め、チーム医療によって、患者さんにやる気を起こさせ、適切な糖尿病自

己管理ができるならば、教育は治療そのものになります。

症例検討では、いろいろなスタッフから患者さんの背景に関する情報を

得ることができるので、患者さんが何を求めているのか、どのように感じ

ているのか、問題点をより明確にすることができます。さらに患者さんに

関する情報や各スタッフの評価を共有できるようになり、患者さんの状態

に合わせた職種間で格差のない指導を提供することができるようになりま

した。

また外来では今までの栄養指導とは別に、週に１回糖尿病外来に合わせ

て、外来診察室に栄養士専用のブースを設け、予約なく随時栄養指導がで

きる「リアルタイム栄養指導外来」を行っています。患者さんは待ち時間

なく、診察前後に気軽に栄養指導を受けることができるようになりました。

また、当院では糖尿病療

養指導士を中心とした看護

師が糖尿病療養相談を行っ

ており、外来でも看護師と

連携して患者さんのサポー

トを行っています。

私の栄養指導のモットー

は「できなくてあたりま

え」。患者さんの生活パタ

ーンを尊重し、その中でど

んな食生活ができるか今後

も考えて行きたいと思いま

す。

6回シリーズ The・
 

The・
 

その③ チーム医療を成功させるために　～管理栄養士の立場から～ 

黒川千佳（金沢市・金沢大学医学部附属病院栄養管理部） 

ニューヨークにて（2004年５月）
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１．未知の世界
相手も自分もまったく分から

ない世界で、自分の頭で考えて決

断していく局面にしたい思いがあ

る。知らないフィールドで戦うほ

うが面白いではないか。常識もマ

ニュアルも通用しないカーナビが

きかない場所では、自分の力が試

されているようであり、充実感を実感できるはずだ。未知の世界に踏み込

み、自分で考え、新しいルートを探し求める気迫こそ、未来を切り開く力

になると私は考えている。

２．才能
目に見えて進歩はしていないが、少しでも前に進む意欲を持ち続けてい

る人は、たとえ人より時間がかかっても、いい結果を残している。報われ

ないかもしれないところで、同じ情熱、気力、モチベーションを持って

継続してやるのは非常に大変なことであり、私は、それこそが才能だと

思っている。

「小さい頃から始めたほうが伸びる」というのは疑問に思っている。

小さいころに身につけたフォームを新しく変えるのは大変だ。年齢が上

がってから覚えた人は、感覚よりも知識に頼る傾向がある。感覚より知

識で覚えたほうが忘れやすいので、次を受け入れやすい。自分のスタイ

ルを新しくすることができるし、進歩や変化に適応しやすい。

３．経験
経験には、「いい結果」、「悪い結果」がある。マイナス面に打ち勝て

る理性、自分自身をコントロールする力を同時に成長させていかないと、

経験を活かし切るのは難しくなってしまう。経験によって考える材料が

増えると、逆に、迷ったり、心配したり、怖いという気持ちが働き、思

考の迷路にはまってしまう。

４．常識
常識といわれていることを疑ってみることから、アイデアや新しい考

えも生まれる。「こんなことはあり得ない」と思うのではなくて、理解

していこう、吸収していこう、試してみようという気持ちや姿勢を、こ

れから自分自身でも大事にしていかなくてはいけない、と強く思ってい

る。常識では考えられない手が、実は、最も最先端の形なのである。対

処の方策が確立していないのである。当たり前とされていたことが、ど

んどん変わっている。

５．決断
決断を下さないほうが減点がないから、決断を下せる人が生まれてこ

なくなるのではないか。決断とリスクはワンセットである。リスクの大

きさはその価値を表しているのだと思えば、それだけやり甲斐が大きい。

積極的にリスクを負うことは未来のリスクを最小限にすると、いつも自

分に言い聞かせている。そして、決断をするときのよりどころは自分の

中にあると思っている。

のぼる君の のぼる君の 

『決 断 力』 『決 断 力』 
小島　登（内灘町・歯科） 

⑰ 

最先端プロ棋士の厳しい世界から“自分の頭で考える”ことの大切さ
を改めて学んだ。好きなこと、興味を持てること、打ち込めるものを見
つけられることが、いつまでも第一線で生きていくコツではないかと思
う。どの世界においても、進歩している。今はこれがいいという勉強法
でも、時間とともに通じなくなる。変えていかなければならない。
これからは、「忘れれば、脳のその部分に空いたスペースができる。
そこから新しい発想が生まれるのではないか、むしろ忘れることはいい
傾向ではないか」と考えていきたい。

決断力
税込価格：¥720
●著者　羽生善治
●発行　角川書店
●体裁　18㎝・

201頁

市民公開講演会（午後４時～６時） 

石川県保険医協会
第３２回定期総会
日　時 

場　所 
２００６年２月２５日（土） 
 

金沢都ホテル7階 

※詳しくは、後日案内チラシなどでご確認ください。

【第1部】

【第2部】

テーマ

講　師

「アスベスト（石綿）の真実」
～アスベストによる健康障害を防ぐために～

北川　正信氏 
（元富山医科薬科大学教授） 

総会（午後６時～） 
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Ｓ
Ｆ
映
画
の
傑
作
と
し
て

は「
二
〇
〇
一
年
宇
宙
の
旅
」

（
一
九
六
八
年
）
も
あ
る
が
、

そ
れ
以
上
に
現
代
人
の
魂
を

ゆ
さ
ぶ
っ
た
旧
ソ
連
一
九
七

二
年
モ
ス
フ
ィ
ル
ム
製
作
の

こ
の
映
画
に
軍
配
を
挙
げ
た

い
。
最
後
の
シ
ー
ン
を
見
た

と
き
に
ジ
ー
ン
と
来
て
し
ま

っ
た
。
科
学
技
術
振
興
の
名

の
下
に
、
か
け
が
え
の
な
い

も
の
を
壊
し
て
き
た
洋
の
東

西
を
問
わ
な
い
人
類
の
大
罪

を
悔
い
る
よ
う
な
主
人
公
と

一
緒
に
な
っ
て
「
神
様
、
許

し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
い
た

く
な
る
自
分
が
い
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
Ｓ
Ｆ
作
家

ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
・
レ
ム
の
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
長
編
「
ソ
ラ
リ

ス
の
陽
の
も
と
に
」
を
ア
ン

ド
レ
イ
・
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー

監
督
が
映
画
化
し
た
。
ア
メ

リ
カ
の
「
二
〇
〇
一
年
」
ほ

ど
お
金
が
か
け
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
セ
ッ
ト
は
当
時
の
ソ

連
が
作
れ
る
精
一
杯
の
も

の
。
シ
ン
プ
ル
で
、
か
え
っ

て
人
間
ド
ラ
マ
に
深
み
を
与

え
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
豊
か

な
自
然
も
映
し
出
さ
れ
、
画

面
も
素
朴
だ
が
印
象
に
残

る
。
ま
た
、
映
画
の
中
で
ロ

シ
ア
の
未
来
都
市
の
姿
が
東

京
ロ
ケ
で
撮
ら
れ
た
も
の
に

な
っ
て
お
り
、
高
層
ビ
ル
間

を
走
る
夜
の
首
都
高
速
の
車

か
ら
の
映
像
が
使
わ
れ
て
い

た
。映

画
の
舞
台
は
未
来
の

〝
ソ
連
邦
〞
が
、
宇
宙
の
か

な
た
の
謎
の
惑
星
ソ
ラ
リ
ス

に
生
命
が
存
在
す
る
の
か
探

る
た
め
に
観
測
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
打
ち
上
げ
た
。
科
学
者

ら
の
長
期
の
観
測
に
も
か
か

わ
ら
ず
成
果
は
上
が
ら
ず
、

し
か
も
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は

自
殺
者
も
出
た
た
め
、
心
理

学
者
の
ク
リ
ス
が
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

ク
リ
ス
が
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
着
く
と
二
人
の
科
学
者
が

滞
在
し
て
い
る
の
だ
が
あ
ま

り
歓
迎
は
し
て
く
れ
ず
、
隠

し
事
を
し
て
い
る
よ
う
だ
っ

た
。
こ
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
そ
れ
ぞ
れ
に
個
室
が
与
え

ら
れ
て
い
る
が
、
ど
う
も
科

学
者
以
外
に
も
生
き
物
が
い

る
よ
う
な
感
じ
な
の
だ
。
惑

星
を
回
る
軌
道
上
か
ら
見
た

ソ
ラ
リ
ス
は
〝
海
〞
だ
っ
た
。

そ
の
〝
海
〞
の
中
が
何
か
を

分
析
す
る
た
め
に
Ｘ
線
を
当

て
て
み
る
べ
き
か
ど
う
か
科

学
者
た
ち
は
悩
み
続
け
て
い

た
の
だ
。

戸
惑
い
の
状
況
下
、
一
人

の
科
学
者
の
部
屋
に
は
ど
う

も
彼
の
子
ど
も
が
い
る
よ
う

だ
っ
た
。
そ
し
て
ク
リ
ス
が

眠
り
か
ら
醒
め
る
と
、
何
と

十
年
前
に
自
殺
し
た
妻
の
ハ

リ
ー
が
現
れ
た
の
だ
っ
た
。

ク
リ
ス
は
ハ
リ
ー
を
死
な
せ

て
し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
い
て

い
た
。
死
ん
だ
は
ず
の
ハ
リ

ー
と
の
奇
妙
な
や
り
と
り
が

始
ま
り
、
そ
の
ハ
リ
ー
を
ク

リ
ス
は
再
び
愛
し
て
し
ま
う

の
だ
っ
た
。

地
球
の
ソ
連
本
部
に
観
測

を
ど
う
す
る
か
ク
リ
ス
は
打

診
す
る
が
、
と
に
か
く
進
め

ろ
と
し
か
指
示
が
な
く
、
暗

に
Ｘ
線
を
当
て
ろ
と
圧
力
が

か
か
っ
た
。

そ
ん
な
展
開
下
、
ハ
リ
ー

は
消
え
て
し
ま
い
、
絶
望
の

中
で
ソ
ラ
リ
ス
の
〝
海
〞
を

ク
リ
ス
は
望
遠
鏡
で
眺
め
て

い
た
。
す
る
と
〝
海
〞
の
一

角
が
ロ
シ
ア
の
故
郷
に
な
っ

て
お
り
、
何
と
そ
こ
に
父
が

立
っ
て
お
り
、
そ
の
前
に
ひ

ざ
ま
ず
く
自
分
の
姿
が
見
え

た
の
だ
っ
た
!!!
そ
の
哲
学
的

意
味
に
圧
倒
さ
れ
た
。

タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー
は
雪
解

け
の
時
期
の
ソ
連
で
斬
新
な

映
画
を
撮
り
、
そ
れ
か
ら
指

導
部
に
に
ら
ま
れ
て
深
い
精

神
世
界
に
入
っ
て
行
っ
た
。

そ
の
後
、
西
側
に
亡
命
し
て

一
九
八
五
年
、
核
戦
争
か
ら

世
界
を
救
う
た
め
神
と
契
約

し
た
人
間
を
描
い
た
「
サ
ク

リ
フ
ァ
イ
ス
」
を
撮
り
、
一

九
八
六
年
、
フ
ラ
ン
ス
で
五

十
四
年
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

惑
星
ソ
ラ
リ
ス 

【
監
督
】ア
ン
ド
レ
イ
・
タ
ル
コ
フ
ス
キ
ー 

【
主
演
】
ナ
タ
リ
ー
ヤ
・
ボ
ン
ダ
ル
チ
ュ
ク 

 

ド
ナ
タ
ス
・
バ
ニ
オ
ニ
ス 

 

ユ
ー
リ
・
ヤ
ル
ヴ
ェ
ッ
ト 一

九
七
二
年（
ソ
連
） 

映画狂 映画狂 映画狂 
おすすめの1本 おすすめの1本 

きつ ぶ や 
その⑩ 

奥田　宏（金沢市・心療内科） 

の 

年
末
・
年
始 

休
務
の
ご
案
内 

次
の
期
間
、
事
務
局
を
休
務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

十
二
月
二
十
九
日（
木
）か
ら
一
月
五
日（
木
）ま
で 

555555555

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5

555555555

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
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わ
た
し
が
ま
だ
小
学
校
の
五
年
生
の
こ
ろ
だ
っ
た
と
思

う
。
二
限
目
の
授
業
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
突
然
ベ
ル
が
な

っ
た
。
担
任
の
先
生
は
『
す
ぐ
に
靴
を
履
い
て
校
庭
に
二
列

に
並
び
な
さ
い
』
と
理
由
も
言
わ
ず
、
指
示
を
下
し
た
。
校

庭
か
ら
は
先
生
が
引
率
し
た
。

わ
た
し
は
、
こ
れ
か
ら
何
事
が
起
こ
る
の
か
も
分
か
ら
ず
、

隊
列
の
一
番
最
後
尾
を
歩
い
た
。
意
外
な
こ
と
に
、
行
き
先

は
す
ぐ
近
く
の
魚
港
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
も
う
一
学
年
も

加
わ
っ
た
。
そ
こ
は
、
台
風
の
と
き
な
ど
に
船
を
陸
に
引
き

上
げ
や
す
く
す
る
た
め
に
、
海
面
か
ら
な
だ
ら
か
な
傾
斜
に

な
っ
て
い
る
漁
港
の
外
れ
だ
っ
た
。

こ
ん
な
場
所
に
六
十
人
も
の
小
学
生
を
集
め
て
何
を
す
る

の
か
そ
の
時
点
で
は
分
か
ら
ず
、
わ
た
し
た
ち
は
手
持
ち
無

沙
汰
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
騒
い
で
い
た
み
ん
な
が
少
し
ず

つ
静
か
に
な
り
、
遠
く
水
平
線
あ
た
り
を
眺
め
だ
し
た
。
船

ら
し
き
影
が
小
さ
く
見
え
た
の
だ
。
そ
れ
は
だ
ん
だ
ん
岸
の

ほ
う
に
近
づ
い
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。

し
ば
ら
く
す
る
う
ち
に
、
定
置
網
用
の
動
力
船
と
櫓
こ
ぎ

船
が
真
横
に
並
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
近
く
に
な
る
と
二
艘
の
間
に
は
網
が
渡
し
て
あ
り
、
何

か
を
そ
の
上
に
捕
ら
え
て
い
る
様
子
が
伺
え
た
。
港
の
中
に

入
っ
た
と
き
に
は
、
捕
ら
え
た
も
の
は
魚
で
な
く
鯨
で
あ
る

こ
と
が
は
っ
き
り
見
え
た
。
網
に
包
ま
っ
た
鯨
は
眠
っ
て
い

る
よ
う
に
思
え
た
。
岸
の
近
く
に
運
ば
れ
、
網
が
解
き
放
た

れ
た
鯨
は
、
腹
が
浅
瀬
に
支
え
て
自
由
に
動
け
な
い
の
だ
ろ

う
か
。
逃
げ
る
そ
ぶ
り
を
見
せ
な
か
っ
た
。
突
然
、
口
に
出

刃
包
丁
を
く
わ
え
た
、
ふ
ん
ど
し
姿
の
若
い
漁
師
が
船
か
ら

鯨
の
ほ
う
に
泳
い
で
い
っ
た
。
み
ん
な
が
注
目
す
る
中
、
ど

ん
な
風
に
よ
じ
登
っ
た
の
か
今
は
定
か
で
は
な
い
が
、
あ
れ

よ
と
言
う
間
に
鯨
の
背
中
に
馬
乗
り
に
な
り
、
包
丁
を
頭
に

突
き
刺
し
切
り
込
ん
だ
。
次
に
は
、
若
い
漁
師
は
太
い
ロ
ー

プ
を
手
に
し
て
、
そ
の
端
を
鯨
の
皮
の
下
を
潜
ら
せ
、
縛
っ

た
。
多
分
、
皮
に
平
行
な
深
い
切
り
口
を
作
り
、
分
厚
い
皮

下
に
ロ
ー
プ
を
潜
ら
せ
た
の
だ
ろ
う
。

私
た
ち
は
観
客
だ
っ
た
。
声
を
上
げ
な
い
観
客
だ
っ
た
。

し
か
し
、
彼
が
『
引
け
！
引
け
！
』
叫
ん
だ
瞬
間
、
我
に
返

っ
た
。
い
つ
の
間
に
か
、
私
た
ち
の
手
元
に
は
、
運
動
会
の

綱
引
き
に
使
う
よ
う
な
太
い
ロ
ー
プ
が
あ
っ
た
。
私
た
ち
は

無
言
の
観
客
で
あ
る
こ
と
を
止
め
、『
よ
い
し
ょ
、
よ
い
し

ょ
』
と
大
声
を
出
し
、
力
を
合
わ
せ
て
鯨
を
陸
に
引
き
上
げ

始
め
た
。
鯨
は
尾
び
れ
を
水
面
に
叩
き
つ
け
、
暴
れ
た
。
鯨

は
大
き
か
っ
た
。
波
が
立
っ
た
。
泡
が
立
っ
た
。
本
当
な
ら

白
い
は
ず
の
泡
が
赤
く
な
る
ほ
ど
浅
瀬
は
鯨
の
血
で
赤
く
染

ま
っ
て
い
た
。
抵
抗
む
な
し
く
鯨
は
陸
に
引
き
上
げ
ら
れ
る

と
、
私
た
ち
の
役
目
は
そ
こ
ま
で
で
、
学
校
に
帰
っ
た
。

そ
の
日
、
部
落
の
全
部
の
家
々
に
バ
ケ
ツ
一
杯
の
鯨
の
肉

が
支
給
さ
れ
た
。
私
の
家
で
も
晩
ご
飯
の
と
き
に
鯨
の
料
理

が
出
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
母
が
作
っ
て
く
れ
た
煮
込
み

は
と
て
も
美
味
し
く
、
何
杯
も
お
代
わ
り
し
た
こ
と
を
覚
え

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
味
の
記
憶
と
と
も
に
、
あ
の
鮮
血
に

染
ま
っ
た
浅
瀬
の
色
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。

し
か
し
、
今
も
そ
の
と
き
の
鯨
が
ど
ん
な
目
を
し
て
い
た

か
記
憶
に
無
い
。
ま
っ
た
く
無
い
の
だ
。
学
校
教
育
の
成
果

は
大
人
に
な
っ
た
と
き
に
残
っ
た
も
の
が
す
べ
て
で
あ
る
と

す
る
な
ら
ば
、
私
の
小
学
校
教
育
は
、
鯨
で
あ
り
、
サ
ザ
エ
、

ワ
ラ
ビ
、
運
動
会
、
学
芸
会
の
よ
う
だ
。
残
念
な
が
ら
日
本

国
憲
法
や
動
物
愛
護
は
記
憶
の
か
け
ら
も
無
い
。

会員リレーエッセイ ◆◆80◆◆原
稿
募
集
中
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
憲
法
九
条
・
教
育
基
本
法
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
事
務
局
の
杉
野
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

華
麗
な
ナ
イ
ト
シ
ョ
ー 

ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
カ
ジ
ノ
以
外

の
有
名
な
も
の
と
い
え
ば
、
ま

ず
ナ
イ
ト
シ
ョ
ー
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
世
界
一
流
の
エ

ン
タ
ー
テ
メ
ン
ト
が
こ
れ
だ
け

楽
し
め
る
と
こ
ろ
は
ほ
か
の
場三宅　靖三宅　靖（金沢市金沢市・内科） 三宅　靖（金沢市・内科） 
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所
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
か

の
エ
ル
ビ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
も

ラ
ス
ベ
ガ
ス
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル

を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
た

こ
と
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す

が
、
現
在
も
多
く
の
ス
タ
ー
が

ラ
ス
ベ
ガ
ス
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
と
は
い
え
シ
ョ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
の
宿
命
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
入
れ
替
わ
り
も
大
変
激
し

く
、
集
客
力
が
な
い
と
み
な
さ

れ
る
と
す
ぐ
に
打
ち
切
り
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
も
ロ
ン
グ
ラ
ン
を
続
け
て
い

る
シ
ョ
ー
も
多
く
あ
り
、
今
回

は
筆
者
の
一
押
し
を
ま
ず
ご
紹

介
し
ま
す
。

シ
ョ
ー
の
内
容
は
レ
ビ
ュ

ー
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
ア
ク

ロ
バ
ッ
ト
が
主
体
の
も
の
、
あ

る
い
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、
純
粋

な
コ
ン
サ
ー
ト
、
果
て
は
パ
ケ

ッ
ト
人
形
を
使
っ
た
演
劇
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
、
好
み
も
そ
れ

こ
そ
十
人
十
色
で
し
ょ
う
か
ら

優
劣
を
つ
け
る
こ
と
は
無
意
味

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

万
人
受
け
し
て
ま
ず
間
違
い
の

な
い
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
筆
者
と
し
て
は
モ
ン
テ
カ

ル
ロ
ホ
テ
ル
に
専
用
シ
ア
タ
ー

を
も
つ
「
ラ
ン
ス
バ
ー
ト
ン
の

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」
を
お
勧
め

し
ま
す
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
い
け

ば
ペ
イ
ア
ウ
ト
率
が
ど
う
の
、

ば
ら
つ
き
か
ら
リ
ス
ク
を
勘
案

し
て
・
・
・
な
ど
と
ひ
た
す
ら

ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
打
ち
込
ん
で
い

る
筆
者
で
す
ら
、
も
う
三
回
も

観
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

い
て
毎
回
新
し
い
感
動
が
あ
り

決
し
て
飽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

こ
の
シ
ョ
ー
の
内
容
は
言
っ

て
み
れ
ば
「
正
統
派
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
」
と
い
う
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ラ
ス
ベ
ガ

ス
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
は
や
や

派
手
な
演
出
が
主
流
で
舞
台
か

ら
と
ん
で
も
な
い
大
き
な
も
の

を
消
し
て
し
ま
う
（
あ
る
い
は

出
現
さ
せ
る
）
な
ど
の
い
わ
ゆ

る
「
仕
掛
け
も
の
」
が
多
い
の

で
す
が
、
ラ
ン
ス
バ
ー
ト
ン
の

シ
ョ
ー
に
は
こ
の
「
仕
掛
け
も

の
」
も
も
ち
ろ
ん
あ
る
の
で
す

が
、
古
典
的
な
「
ハ
ト
を
出
す
」

な
ど
の
「
手
わ
ざ
」
も
と
て
も

優
れ
て
い
て
、
ま
た
、
ス
ト
ー

リ
ー
性
の
あ
る
演
出
も
心
憎
い

ば
か
り
で
す
。

ま
た
、
彼
は
大
の
親
日
家
で
、

お
寿
司
が
大
好
物
だ
そ
う
で

す
。
そ
う
い
え
ば
筆
者
が
観
た

時
の
舞
台
上
に
観
客
を
上
げ
る

演
出
で
は
、
三
回
と
も
日
本
人

が
選
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

時
、
最
初
に
舞
台
に
上
げ
ら
れ

た
の
が
、
な
ん
と
筆
者
の
妻
で

し
た
。
彼
女
は
舞
台
上
の
車
に

乗
っ
て
ラ
ン
ス
バ
ー
ト
ン
と
と

も
に
忽
然
と
姿
を
消
し
た
の
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
あ
と
す

ぐ
に
客
席
の
後
方
か
ら
も
ど
っ

て
き
ま
し
た
が
・
・
・（
残

念
・
・
・
？
？
）。
そ
、
そ
れ
は

と
も
か
く
、
一
度
は
ご
ら
ん
に

な
っ
て
損
の
な
い
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

こ
れ
以
外
に
も
定
期
公
演
を

し
て
い
る
シ
ョ
ー
は
数
多
く
あ

り
、
す
べ
て
を
ご
紹
介
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
す
が
、
ア
ク
ロ

バ
ッ
ト
系
な
ら
ば
Ｔ
Ｉ
ホ
テ
ル

の
「
ミ
ス
テ
ィ
ア
」、
べ
ラ
ー

ジ
オ
ホ
テ
ル
の
「
О
」（
オ
ー

と
読
み
ま
す
）、
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
な
ら
マ
ン
ダ
レ
イ
ベ
イ
ホ
テ

ル
の
「
マ
ン
マ
・
ミ
ア
ー
」
が

有
名
で
す
し
、
セ
リ
ー
ヌ
・
デ

ィ
オ
ン
の
フ
ァ
ン
な
ら
シ
ー
ザ

ー
ス
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
で
定
期
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
ス
ポ
ッ
ト
的
に
行
な

わ
れ
る
シ
ョ
ー
も
あ
り
、
毎
年

十
二
月
に
は
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、

演
技
者
は
ほ
と
ん
ど
が
冬
季
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
リ
ス
ト

で
、
フ
ィ
ギ
ア
ス
ケ
ー
ト
フ
ァ

ン
な
ら
ば
一
度
は
聞
い
た
こ
と

の
あ
る
よ
う
な
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム

が
目
白
押
し
と
い
っ
た
様
相
に

な
り
ま
す
。

ラ
ス
ベ
ガ
ス
は
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
の
街
と
い
う
よ
り
総
合
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
シ
テ
ィ
と
い

っ
た
ほ
う
が
適
切
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
小
さ
な
お
子
様
も
大
歓

囲 碁 

（解答は８面にあります） （解答は８面にあります） 
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〈ヒント〉 初手が急所です。 
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　六段 
　高田尚平 

〈ヒント〉角をうまく捨てる。 
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迎
と
い
っ
た
感
じ
の
テ
ー
マ
ホ

テ
ル
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

筆
者
な
ど
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
抜

き
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
以
外
に
も
多
く
の
楽

し
み
を
提
供
し
て
く
れ
る
こ
の

街
の
魅
力
に
す
っ
か
り
は
ま
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
う
ま
く

行
け
ば
全
部
タ
ダ
で
楽
し
め
た

り
し
て
・
・
・
な
ど
と
甘
い
考

え
を
い
ま
だ
に
捨
て
き
れ
ず
に

い
る
の
で
す
。

で
は
、
次
回
は
ラ
ス
ベ
ガ
ス

が
縁
で
知
り
合
っ
た
楽
し
い

（
困
っ
た
？
）
友
人
た
ち
の
ご

紹
介
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

『病気を持った患者の歯科治療』 改訂版 
進呈にあたって 

歯科会員の皆様へ 

石川県保険医協会歯科部会 

1冊 3,000円

すばらしいテキストが長崎協会からリ
ニューアルされて出版されました。『病
気を持った患者の歯科治療』がそれです。
39人医師の協力を得て、歯科医向けに分
かりやすく16分野の疾患について解説さ
れています。 

本書を駆使すれば日常診療は無論のこと、
医科との相互情報交換が必要になったと
きなどに大変役立つものと思われます。加えて、救急時の
対応から抗がん剤服用患者、診療情報提供書の書き方まで
様々な内容が盛り込まれての238頁、Ｂ５判は使い勝手も
よく座右の一冊として重宝かと思われます。 

石川県保険医協会歯科部としてもこの本に最上級の評価
を与え、歯科会員の皆様に進呈することになりました。ご
活用をお願い致します。 
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